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宗
氏　

③
三
浦
の
乱　

④
倭
寇　

⑤
朝
鮮
王
朝
﹈

０
．
は
じ
め
に

三
浦
と
は
、
一
五
世
紀
前
半
に
朝
鮮
王
朝
が
、
倭
船
の
停
泊
地
と
し
て
朝
鮮
半
島
南
部
に
指
定
し
た
三
つ
の
港
（
浦
所
）
の
こ

と
で
あ
り
、
薺
浦
（
乃
而
浦
）・
富
山
浦
（

山
浦
）・
塩
浦
を
指
す
（【
地
図
】
参
照
）。
三
浦
に
は
、
日
本
か
ら
の
使
節
な
ど
多

数
の
倭
人
が
入
港
し
、
居
留
す
る
人
々
（
恒
居
倭
）
も
多
数
現
れ
る
。
恒
居
倭
の
多
く
は
、
対
馬
島
民
で
あ
り
、
そ
の
活
動
は
境

界
人
と
し
て
の
側
面
を
強
く
持
っ
て
い
る
。

周
知
の
と
お
り
、
一
五
一
〇
年
（
永
正
七
・
中
宗
五
）、
貿
易
拡
大
を
望
む
対
馬
宗
氏
（【
系
図
】（
1
）
参
照
）
と
、
そ
れ
を
制

限
し
た
い
朝
鮮
王
朝
と
の
利
害
対
立
の
結
果
生
じ
た
の
が
「
三
浦
の
乱
」
で
あ
る
。

一
六
世
紀
前
半
対
馬
宗
氏
の
権
力
抗
争
か
ら
み
る
三
浦
の
乱
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三
浦
や
三
浦
恒
居
倭
に
関
す
る
研
究
は
多
数
存
在
す
る
（
2
）

が
、
三
浦
の
乱
の
経
過
自
体
は
、
主
に
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』（
以

下
、『
実
録
』）
の
記
述
を
も
と
に
し
た
中
村
栄
孝
氏
の
詳
細
な

研
究
に
よ
り
、
か
な
り
の
程
度
復
元
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

最
も
参
照
さ
れ
て
き
た
（
3
）。

行
論
の
前
提
と
な
る
た
め
、
ま
ず
は
、
乱
の
概
要
を
確
認
し

て
お
き
た
い
。

一
五
一
〇
年
四
月
四
日
、
薺
浦
・

山
浦
の
倭
人
た
ち
は
、

対
馬
か
ら
の
援
兵
を
得
て
、
大
規
模
な
暴
動
を
起
こ
し
た
（
4
）。

こ
の
暴
動
の
目
標
は
横
暴
な
守
令
・
辺
将
（
5
）
を
血
祭
り
に
あ

げ
、
朝
鮮
側
に
倭
人
抑
圧
政
策
の
変
更
を
せ
ま
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
倭
軍
は
薺
浦
・

山
浦
の
僉
使
営
を
攻
め
お
と
し
、
薺
浦

僉
使
金
世
均
を
と
り
こ
に
し
、

山
浦
僉
使
李
友
曽
を
殺
し
た
。

ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
巨
済
島
で
も
襲
撃
が
行
わ
れ
て
お
り
、

広
範
囲
に
及
ぶ
大
規
模
な
侵
攻
で
あ
っ
た
。
倭
軍
は

山
で
は

東
萊
府
を
攻
め
、
薺
浦
で
は
熊
川
城
を
包
囲
し
た
末
、
陥
落
さ

せ
る
な
ど
、
破
竹
の
勢
い
を
み
せ
た
。

し
か
し
、
優
勢
で
あ
っ
た
倭
軍
は
突
如
と
し
て
四
月
九
日
こ

【地図】朝鮮半島南岸地域
関周一『中世日朝海域史の研究』（吉川弘文館、二〇〇二年）一二二頁の図に

筆者が加筆したもの
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ろ
よ
り
、
講
和
交
渉
を
開
始
し
よ
う
と
し
、
同
時
に
交
渉
の
開
始
を
待
た
ず
に
急
速
に
撤
退
を
始
め
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
朝

鮮
は
こ
の
講
和
に
は
応
じ
ず
、
四
月
一
九
日
、
慶
尚
道
都
元
帥
（
軍
総
司
令
官
）
柳
順
汀
を
指
揮
官
と
す
る
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ

た
鎮
定
軍
の
総
攻
撃
に
よ
り
薺
浦
は
陥
落
、
倭
軍
は
二
九
五
名
の
戦
死
者
を
出
し
て
対
馬
へ
撤
退
し
た
。
中
村
氏
は
、
攻
勢
局
面

に
あ
っ
た
四
月
九
日
に
、
倭
軍
と
り
わ
け
恒
居
倭
が
婦
女
子
・
貨
物
の
撤
退
を
急
速
に
開
始
し
た
こ
と
を
指
し
て
「
異
様
」
と
述

べ
て
い
る
（
6
）。
こ
こ
に
問
題
の

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

三
浦
の
乱
の
二
年
後
、
一
五
一
二
年
に
壬
申
約
条
が
締
結
さ
れ
る
ま
で
、
対
馬
と
朝
鮮
と
の
通
交
関
係
は
断
絶
状
態
に
な
っ
た
。

朝
鮮
側
が
提
示
し
た
条
件
は
、
①
恒
居
倭
の
廃
止
。
②
薺
浦
の
み
を
開
港
。
③
島
主
歳
遣
船
を
従
来
（
癸
亥
約
条
）
の
五
十
隻
か

ら
二
五
隻
へ
半
減
。
④
島
主
特
送
船
・
興
利
倭
船
の
禁
止
。
⑤
歳
賜
米
・
豆
を
二
〇
〇
石
か
ら
一
〇
〇
石
へ
半
減
。
な
ど
、
生
業

の
大
部
分
を
朝
鮮
関
係
に
依
拠
す
る
対
馬
に
と
っ
て
大
変
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
（
7
）。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
こ
と
は
対
馬
島
内

で
乱
の
過
失
を
巡
っ
て
対
立
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中
村
氏
の
理
解
に
よ
る
と
、
乱
の
首
謀
者
は
特
送
使
宗
盛
明
、
お
よ
び
島
主
代
官
宗
盛
親
（
国
親
（
8
））
そ
し
て
宗
盛
弘
の
三

名
で
あ
り
、
島
主
義
盛
（
初
名
、
盛
順
）
は
「
こ
れ
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
兵
船
を
出
し
、
辺
将
ら
の
排
除
を
目
的
と
し
て
、
三
浦
倭

人
の
暴
動
を
援
助
し
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
し
、
義
盛
の
主
導
性
は
否
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
村
氏
が
国
親
を
首
謀
者
と
理

解
す
る
際
に
根
拠
と
し
た
『
実
録
』
の
記
述
は
、
主
に
朝
鮮
王
朝
側
に
捕
え
ら
れ
た
倭
人
平
時
羅
（
平
次
郎
）
な
る
人
物
の
証
言

で
あ
る
。
彼
は
朝
鮮
側
の
動
静
を
探
る
島
主
の
密
偵
の
よ
う
な
人
物
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
信
憑
性
に
つ
い
て
は
疑
い
が

残
る
。
島
主
が
乱
の
責
任
を
国
親
に
な
す
り
つ
け
よ
う
と
し
た
策
略
の
存
在
が
疑
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
注
目
す
る
点
は
、
倭
軍
が
突
如
と
し
て
撤
退
を
開
始
し
た
の
が
、
首
謀
者
と
目
さ
れ
て
き
た
宗
国
親
の

山
渡
航
直
後

の
こ
と
だ
っ
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
国
親
を
挑
発
者
と
み
る
こ
と
に
つ
い
て
有
力
な
反
証
と
な
る
。
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こ
れ
ら
の
問
題
を
考
え
る
際
に
無
視
で
き
な
い
こ
と
は
、
乱
前
後
の
島
内
権
力
の
推
移
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
荒
木
和
憲
氏
の
研

究
（
9
）
で
あ
る
。
荒
木
氏
に
よ
れ
ば
、
以
前
か
ら
島
主
義
盛
は
守
護
代
国
親
と
政
治
的
競
合
関
係
に
あ
り
、
三
浦
の
乱
が
失
敗

に
終
わ
っ
た
後
、
そ
の
政
権
基
盤
は
縮
小
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
守
護
代
家
の
国
親
・
盛
廉
父
子
は
乱
後
に
お
い
て
も

権
益
を
維
持
し
続
け
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
荒
木
氏
も
国
親
が
乱
の
首
謀
者
で
あ
る
、
と
す
る
中
村
氏
の

説
を
踏
襲
さ
れ
て
い
る
（
10
）。
こ
れ
は
乱
の
首
謀
者
に
結
果
責
任
が
帰
結
せ
ず
、
乱
に
消
極
的
で
あ
っ
た
義
盛
に
責
任
が
帰
せ
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
矛
盾
が
あ
る
。
乱
の
失
敗
は
貿
易
権
益
に
依
拠
す
る
島
内
勢
力
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
で
あ
り
、
乱

の
首
謀
者
は
、
敗
退
の
政
治
責
任
を
鋭
く
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
論
理
的
で
あ
る
。
通
説
に
は
こ
の
よ
う
な
論

理
的
矛
盾
が
あ
る
。

義
盛
が
主
導
し
て
乱
を
引
き
起
こ
し
た
た
め
、
そ
の
失
敗
の
責
め
が
義
盛
の
政
権
基
盤
の
縮
小
を
も
た
ら
し
、
国
親
は
乱
の
結

果
責
任
を
問
わ
れ
な
か
っ
た
、
と
み
る
の
が
合
理
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
判
断
の
分
か
れ
目
に
な
る
問
題
は
、
乱
の
途
中
で
国
親
が

山
・
薺
浦
に
現
れ
る
と
、
倭
軍
が
有
利
な
戦
局
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
直
ち
に
全
住
民
・
貨
物
の
撤
収
が
開
始
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
国
親
は
乱
の
反
動
に
よ
り
、
居
留
地
が
危
険
な

状
態
に
な
る
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
行
動
し
て
い
た
と
捉
え
ら
れ
る
。
彼
は
挑
発
に
つ
い
て
慎
重
な
態
度
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の

が
合
理
的
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
三
浦
の
乱
の
経
過
を
辿
り
つ
つ
、
先
行
研
究
に
お
い
て
三
浦
の
乱
の
主
要
人
物
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
盛
明
・
国

親
（
盛
親
）・
盛
弘
・
義
盛
（
盛
順
）
の
四
人
そ
れ
ぞ
れ
の
乱
の
渦
中
に
お
け
る
動
向
を
跡
付
け
な
が
ら
、
通
説
を
再
検
討
し
て

み
た
い
。
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１
．
先
行
研
究
に
お
け
る
問
題
の
所
在

中
村
栄
孝
氏
が
三
浦
の
乱
の
主
導
者
を
国
親
及
び
、
盛
明
・
盛
弘
の
三
名
で
あ
る
と
さ
れ
た
際
に
根
拠
と
さ
れ
た
の
は
次
の
史

料
で
あ
る
。

【
史
料
１
】『
中
宗
実
録
』
十
二
巻
、
五
年
（
一
五
一
〇
）
八
月
丁
未
（
二
四
日
）
条

倭
人
平
時
羅
供
曰
、
…
…
本
島
特
送
宗
盛
明
、
以
新
島
主
図
書
請
受
事
、
留
住

山
浦
、
薺
浦
時
、

山
浦
頭
倭
等
、
以
薺

浦
僉
使
之
侵
労
恒
居
倭
人
事
、
告
訴
於
宗
盛
明
、
盛
明
、
以
此
通
書
于
島
主
、
而
上
京
還
浦
時
、

山
浦
恒
居
頭
倭
等
、
亦

来
告
訴
、
宗
盛
明
。
亦
以
朝
廷
接
侍〔

待
〕、

不
如
旧
例
、
遂
含
憤
還
島
。
勧
島
主
発
兵
入
寇
、
殺
害
僉
使
、
島
主
曰
、
今
朝
鮮
欲

致
奠
亡
父
、
使
臣
将
至
。
吾
当
将
此
意
、
告
于
朝
鮮
、
或
治
罪
或
遞
職
。
宗
盛
明
不
聴
其
言
、
而
潛
與
盛
親
作
謀
、
故
島
主

不
能
禁
止
矣
。
将
帥
則
盛
明
為
首
将
、
盛
親
為
亞
将
、
老
屯
都
老
為
第
三
将
、
分
領
兵
船
作
賊
事
聞
之
、
而
其
余
節
次
、
未

詳
知
之
。

こ
れ
は
倭
人
平
時
羅
の
証
言
を
も
と
に
書
か
れ
た
『
実
録
』
の
記
述
で
あ
る
。
二
重
傍
線
部
に
よ
る
と
「
首
将
」
＝
盛
明
、「
亜

将
」
＝
盛
親
、「
第
三
将
」
＝
老
屯
都
老
（
노
둔
도
노
ノ
ト
ゥ
ン
ド
ノ
＝
能
登
殿
の
音
と
み
ら
れ
る
）
＝
能
登
守
＝
宗
盛
弘
の
以

上
三
名
が
首
謀
者
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
島
主
義
盛
（
盛
順
）
の
積
極
的
な
関
与
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
中
村
氏
は
「
対
馬
島
の
伝
統
的
な
政
策
か
ら
す
る
と
、
朝
鮮
に
対
し
て
は
、
武
力
を
行
使
す
る
こ
と
な
く
、

外
交
交
渉
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
そ
の
要
求
を
貫
徹
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
非
常
手
段
に
よ
っ
た
こ
と
は
前
例
を
見
な
い
。
新

島
主
宗
盛
順
が
、
そ
の
実
行
を
た
め
ら
っ
た
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
事
実
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
平
時
羅
の
証
言
を
ほ
と
ん
ど
そ
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の
ま
ま
史
実
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
（
11
）。

平
時
羅
は
、
か
つ
て
朝
鮮
か
ら
書
契
を
托
送
さ
れ
て
対
馬
に
か
え
っ
た
ま
ま
、
消
息
不
明
で
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
（
12
）。
倭
人

が
三
浦
の
乱
の
戦
い
で
敗
れ
て
対
馬
に
ひ
き
あ
げ
て
四
ヶ
月
後
、
朝
鮮
と
の
往
来
の
断
絶
し
て
い
た
こ
ろ
、
再
び
朝
鮮
に
渡
っ
て

き
た
と
こ
ろ
を
捕
え
ら
れ
て
い
る
（
13
）。
そ
し
て
、
対
馬
島
に
再
挙
の
企
て
が
あ
る
と
い
う
情
報
を
伝
え
て
い
る
（
14
）。【
史
料
１
】

は
そ
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
。

平
時
羅
は
、
他
の
倭
人
が
解
放
さ
れ
る
際
の
『
実
録
』
の
記
事
（
15
）
に
も
「
平
時
羅
等
、
則
実
聴
島
主
之
言
、
為
請
和
出
来
、

而
托
云
報
変
、
皆
飾
詐
謀
、
窺
覘
我
虚
実
者
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
平
時
羅
等
は
実
は
対
馬
島
主
の
意
を
受
け
、
和
を
請
う
た

め
に
遣
わ
さ
れ
た
人
物
で
、「
報
変
」
も
詐
謀
で
あ
り
、朝
鮮
の
実
情
を
窺
い
み
る
こ
と
が
任
務
の
、い
わ
ゆ
る
「
密
偵
（
ス
パ
イ
）」

で
あ
る
と
疑
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
不
可
軽
許
還
島
、
以
貽
後
悔
」
つ
ま
り
、
簡
単
に
対
馬
に
還
す
こ
と
を
許
せ
ば
、

後
悔
を
残
す
と
さ
れ
、
抑
留
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
朝
鮮
側
で
は
平
時
羅
を
島
主
義
盛
の
息
が
掛
か
っ
た
人
間
と
み
て
い
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
彼
は
島
主
を

利
す
る
証
言
を
行
う
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
る
余
地
が
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
後
の
日
朝
交
渉
で
朝
鮮
側
は
平
時
羅
を
疑
い
つ
つ

も
、
彼
の
証
言
で
名
前
の
挙
が
っ
た
国
親
の
引
き
渡
し
を
対
馬
に
要
求
し
て
い
る
（
16
）。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
交
渉
術
と

し
て
の
外
交
カ
ー
ド
の
切
り
方
と
み
ら
れ
、
必
ず
し
も
事
実
認
識
と
は
一
致
し
な
い
と
い
う
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
で
、
島
主
と
国
親
と
の
関
係
を
考
え
る
際
に
手
掛
か
り
と
な
る
の
が
荒
木
和
憲
氏
の
研
究
で
あ
る
。

荒
木
氏
は
近
年
、
材
盛
・
義
盛
島
主
期
〜
盛
長
島
主
期
の
宗
国
親
発
給
文
書
を
整
理
・
分
析
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、
材
盛
・
義

盛
期
に
は
国
親
の
発
給
文
書
が
本
来
の
守
護
代
発
給
文
書
の
様
式
か
ら
逸
脱
す
る
傾
向
に
あ
り
、
当
主
固
有
の
権
限
で
あ
る
べ
き

知
行
宛
行
権
・
安
堵
権
を
徐
々
に
侵
食
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
三
浦
の
乱
発
生
前
後
に
お
け
る
島
主
義
盛
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と
島
主
代
官
国
親
の
間
に
は
、
政
治
的
競
合
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
五
一
〇
年
に
乱
が
対
馬
側
の
敗
退
に
終
わ
っ
た
の
ち
、
一
五
二
〇
年
に
没
す
る
ま
で
、
義
盛
の
権
力
基
盤
は
縮
小
の
一
途
を

た
ど
る
。
そ
の
後
、
島
主
権
は
本
宗
家
を
離
れ
、
仁
位
郡
主
家
の
盛
長
、
そ
し
て
盛
弘
の
子
盛
賢
（
将
盛
、
豊
崎
郡
主
家
）
へ
と

移
っ
て
い
く
。
荒
木
氏
に
よ
れ
ば
、
国
親
は
盛
長
期
に
こ
そ
権
力
拡
大
を
抑
制
さ
れ
、
守
護
代
本
来
の
職
権
へ
の
回
帰
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
も
の
の
、
次
の
盛
賢
期
に
至
っ
て
も
対
馬
に
お
い
て
厳
然
た
る
実
力
を
維
持
し
続
け
て
い
た
と
い
う
。
三
浦
の
乱
の
失

敗
と
、
壬
申
約
条
の
締
結
に
よ
る
否
定
的
影
響
を
最
も
受
け
た
の
は
義
盛
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
と
き
、
三
浦
の
乱
は
従
来
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
守
護
代
宗
国
親
の
主
導
で
は
な
く
、

島
主
宗
義
盛
の
主
導
で
あ
っ
た
と
い
う
仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
守
護
代
家
と
の
対
抗
関
係
に
あ
っ
た
島
主

が
政
権
浮
揚
を
企
図
し
て
三
浦
の
乱
を
引
き
起
こ
し
た
が
失
敗
し
、
結
局
、
権
力
基
盤
を
失
っ
て
い
っ
た
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。

こ
の
仮
説
を
検
討
す
る
上
で
、
特
に
重
要
な
の
は
乱
に
お
け
る
国
親
の
動
向
で
あ
る
。
乱
の
途
中
、
国
親
が

山
浦
・
薺
浦
に

現
れ
て
か
ら
、
対
馬
側
の
戦
略
が
攻
勢
か
ら
撤
退
へ
と
変
化
す
る
。
す
な
わ
ち
、
国
親
は
講
和
と
撤
退
戦
の
指
揮
を
執
る
た
め
に

渡
航
し
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
国
親
の
撤
収
活
動
こ
そ
乱
の
首
謀
者
を
考
え
る
上
で
最
大
の
焦
点
と
な
る
。

い
ま
一
度
、
三
浦
の
乱
の
経
過
と
、
各
人
物
の
動
向
を
整
理
し
、
そ
の
意
味
を
再
検
討
す
る
。

２
．
三
浦
の
乱
に
い
た
る
ま
で

三
浦
の
乱
に
至
る
ま
で
の
大
ま
か
な
経
緯
を
概
観
し
て
お
く
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
概
ね
中
村
氏
や
村
井
氏
ら
の
成
果
に

従
う
（
17
）。
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乱
よ
り
以
前
、
一
四
九
〇
年
代
こ
ろ
か
ら
日
本
か
ら
朝
鮮
へ
の
輸
出
量
が
増
加
（
18
）
し
た
が
、
朝
鮮
王
朝
の
財
政
が
逼
迫
し
、

呑
み
込
み
き
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
（
19
）。
日
朝
の
対
立
の
原
因
は
、
日
本
側
の
貿
易
意
欲
の
高
ま
り
に
あ
っ
た
。
三
浦
に
は

大
量
の
日
本
側
貨
物
が
集
結
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、乱
後
の
貿
易
途
絶
は
対
馬
島
内
の
対
立
の
原
因
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

一
五
〇
六
年
九
月
二
日
、
朝
鮮
国
王
が
燕
山
君
か
ら
中
宗
へ
と
交
代
し
た
の
を
契
機
と
し
て
、
三
浦
の
倭
人
に
対
す
る
抑
圧
が

強
ま
っ
て
い
っ
た
。
辺
境
の
守
令
や
辺
将
の
人
選
が
厳
重
化
さ
れ
、
日
本
使
船
の
接
待
や
三
浦
周
辺
の
防
備
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
規
定
や
旧
約
が
励
行
さ
れ
る
な
ど
、
倭
人
に
対
す
る
統
制
が
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
統
制
策
は
対
馬
島
主
と
の
充
分
な
外
交
交
渉
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
に
展
開
し
た
た
め
、
三
浦
恒
居
倭
人
の
動
揺
を

招
き
、
事
態
は
か
え
っ
て
悪
化
し
て
し
ま
っ
た
（
20
）。
三
浦
倭
人
と
朝
鮮
王
朝
と
の
軋
轢
が
次
第
に
強
ま
り
、
た
び
た
び
衝
突
事

件
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

一
五
〇
八
年
一
一
月
二
日
の
加
徳
島
倭
変
（
21
）、
一
五
〇
九
年
三
月
二
〇
日
の
甫
吉
島
事
件
（
22
）、
同
六
月
薺
浦
居
住
倭
人
に

よ
る
示
威
行
動
（
23
）、
そ
し
て
、
一
五
一
〇
年
二
月
三
日
の
倭
人
殺
害
事
件
（
24
）
な
ど
で
あ
る
。

前
掲
の
【
史
料
１
】
に
よ
れ
ば
、こ
の
よ
う
な
三
浦
の
窮
状
は
現
地
の
「
頭
倭
」
に
よ
っ
て
特
送
使
宗
盛
明
に
「
告
訴
」
さ
れ
、

ま
ず
は
書
状
に
よ
っ
て
島
主
（
義
盛
）
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
盛
明
自
身
が
漢
城
（
ソ
ウ
ル
）
に
上
京
し
た
際
に
受
け
た
朝

鮮
王
朝
の
待
遇
が
旧
例
の
如
く
で
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
憤
り
を
覚
え
て
対
馬
に
帰
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
島
主
に
「
発
兵

入
寇
、
殺
害
僉
使
」
を
勧
め
た
と
あ
る
。
盛
明
の
勧
め
に
対
し
て
義
盛
が
ど
う
対
処
し
た
か
（
制
止
し
た
か
否
か
）
は
後
ほ
ど
改

め
て
検
討
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
三
浦
恒
居
倭
の
不
満
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
情
報
に
、
対
馬
で
真
っ
先
に
接
し
た
の
は

島
主
義
盛
で
あ
っ
た
。
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３
．
三
浦
の
乱
の
経
過

三
浦
の
乱
の
経
過
に
つ
い
て
、
①
攻
勢
期
。
②
転
換
期
。
③
終
局
。
の
三
期
に
分
け
て
整
理
す
る
。

①
攻
勢
期
（
四
月
四
日
〜
八
日
）

対
馬
側
の
攻
勢
は
「
塩
浦
・

山
浦
・
東
萊
・
薺
浦
・
熊
川
・
巨
済
及
各
浦
」
と
あ
る
よ
う
に
、
三
浦
の
み
で
は
な
く
、
巨
済

島
な
ど
の
島
嶼
部
に
ま
で
及
ぶ
広
範
囲
か
つ
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
（
25
）。

《
薺
浦
》

一
五
一
〇
年
四
月
四
日
、
薺
浦
恒
居
倭
酋
大
趙
馬
道
、
奴
古
守
長
等
が
武
装
し
た
倭
四
五
千
余
名
を
率
い
て
城
に
攻
勢
を
か
け
、

薺
浦
僉
使
金
世
鈞
を
射
た
（
26
）。

四
月
五
日
、
倭
軍
が
熊
川
城
を
包
囲
し
た
。

【
史
料
２
】『
中
宗
実
録
』
十
一
巻
、
五
年
（
一
五
一
〇
）
四
月
丙
申
（
十
一
日
）
条

対
馬
島
敬
差
官
済
用
監
正
康
仲
珍
馳
啓
曰
、
今
月
初
五
日
、
倭
兵
圍
熊
川
城
、
京
通
事
等
、
従
門

窺
見
、
彼
為
大
将
者
、

乃
去
年
特
送
貞
長
。
熊
川
県
監
韓
倫
、
知
京
通
事
等
、
與
貞
長
相
知
、
令
相
語
問
来
寇
之
由
。
貞
長
答
曰
、

山
浦
僉
使
李

友
曽
、
改
造
公
廨
、
役
恒
居
倭
、
甚
於
編
氓
、
此
前
古
所
未
有
。
且
前
日
分
大
、
中
、
小
船
給
料
、
友
曽
則
皆
以
小
船
尺
量
。
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去
年
将
此
意
、
告
于
礼
曹
、
礼
曹
聴
而
不
聞
、
国
家
亦
不
罪
友
曽
。
我
等
所
以
至
此
。
通
事
申
自
剛
答
曰
、
薺
浦
、
熊
川
何

故
耶
、
貞
長
又
答
曰
、
薺
浦
僉
使
、
則
恒
居
倭
、
欲
採

出
帰
、
請
射
官
、
僉
使
称
造
船
無
暇
、
不
許
、
使
水
使
、
捕
殺
無

罪
倭
四
名
。
熊
川
則
或
減
給
糧
料
、
或
遷
延
不
給
、
且
禁
恒
居
倭
出
入
通
市
。
以
此
島
主
命
我
等
伐

山
浦
、
薺
浦
、
巨
済

等
処
、
不
得
已
来
、
此
非
我
意
也
。

京
通
事
（
通
訳
）
が
門
の

間
か
ら
外
を
窺
い
見
る
と
、
倭
軍
の
大
将
は
去
年
特
送
使
を
つ
と
め
た
「
貞
長
」
で
あ
っ
た
。
通

事
と
貞
長
が
旧
知
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
熊
川
県
監
韓
倫
は
来
寇
の
理
由
を
尋
ね
さ
せ
た
。
す
る
と
貞
長
は
、

山
浦
と
薺
浦
の

僉
使
の
横
暴
を
挙
げ
た
あ
と
二
重
傍
線
部
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
島
主
（
義
盛
）
が
我
ら
に

山
浦
・
薺
浦
・
巨

済
等
を
攻
め
る
よ
う
に
命
令
し
た
の
で
、
や
む
を
得
ず
や
っ
て
来
た
。
こ
れ
は
私
の
意
志
で
は
な
い
」
と
。

四
月
六
日
、金
世
鈞
が
生
け
捕
り
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
山
僉
使
李
友
曽
の
首
が
熊
川
に
至
っ
た
賊
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
（
27
）。

ま
た
、
熊
川
県
監
の
韓
倫
が
熊
川
城
を
捨
て
逃
亡
す
る
も
、
捕
ら
え
ら
れ
、
昌
原
府
に
置
か
れ
た
（
28
）。
こ
う
し
て
熊
川
城
は
倭

人
の
居
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

四
月
八
日
、
朝
鮮
軍
は
さ
ら
な
る
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
熊
川
の
西
北
の
地
が
険
阻
で
あ
る
こ
と
や
、

水
田
の
泥
濘
な
ど
、
地
理
的
に
戦
闘
に
向
い
て
い
な
い
こ
と
。
倭
賊
は
負
け
る
と
す
ぐ
に
引
い
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
首
級
を
挙

げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
『
実
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
（
29
）。

《

山
浦
》

四
月
四
日
、
倭
賊
が

山
浦
城
を
攻
め
落
と
し
た
（
30
）。
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四
月
八
日
、
倭
賊
二
百
余
名
が

山
浦
か
ら
東
莱
県
東
平
里
人
家
へ
侵
攻
（
来
掠
）
す
る
も
節
度
使
柳
継
宗
、
東
莱
県
令
尹
仁

復
の
挟
み
撃
ち
に
あ
い
一
旦
敗
走
し
た
が
、
な
お
攻
勢
を
保
っ
た
（
31
）。

《
巨
済
島
》

こ
の
他
に
も
、
倭
軍
は
巨
済
島
周
辺
の
朝
鮮
側
守
将
に
も
襲
撃
を
か
け
て
い
る
。
島
嶼
部
に
お
け
る
大
規
模
な
攻
勢
は
四
月
九

日
ま
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。

四
月
四
日
昼
頃
、
倭
船
「
千
隻
」
が
来
寇
し
、
永
登
浦
で
朝
鮮
軍
を
包
囲
し
、
し
ば
ら
く
交
戦
し
た
。
倭
人
の
半
分
は
主
勿
島

へ
、
も
う
半
分
は
内
地
へ
と
向
か
っ
た
（
32
）。

四
月
五
日
明
け
方
、
倭
軍
の
大
船
五
隻
が
河
清
里
に
来
寇
し
、
朝
鮮
軍
と
交
戦
し
た
（
33
）。

四
月
八
日
、
倭
船
四
十
余
隻
が
来
寇
し
、
永
登
浦
を
陥
れ
た
（
34
）。

四
月
九
日
、
倭
賊
二
〇
人
余
が
助
羅
浦
へ
来
寇
し
た
（
35
）。

以
上
の
よ
う
に
、
乱
の
当
初
四
月
四
日
か
ら
八
日
（
島
嶼
部
で
は
九
日
）
に
か
け
て
は
、
薺
浦
に
お
い
て
も

山
浦
に
お
い
て

も
、
概
ね
倭
軍
側
が
優
勢
の
ま
ま
推
移
し
て
い
る
こ
と
が
み
て
取
れ
る
。

【
史
料
２
】
貞
長
の
証
言
か
ら
、
島
主
権
限
の
発
動
に
よ
る
対
馬
・
三
浦
を
挙
げ
た
大
規
模
攻
勢
だ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

②
転
換
期
（
四
月
九
日
〜
一
〇
日
）

【
史
料
３
】『
宗
左
衛
門
大
夫
覚
書
（
36
）』
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永（

一

五

一

〇

）

正
〈
か
の
へ
む
ま
〉
の
年
…
…

一
、
又
つ

〔
津
守
＝
摂
津
守
、宗
国
親（
盛
親
）〕

の
か
み
殿
、
薺
浦
に
御
下
候
、
四
月
九
日
に
て
候
、

四
月
九
日
、
宗
国
親
が
朝
鮮
（

山
）
に
渡
航
し
た
（
37
）。
李
友
曽
が
討
た
れ
た
こ
と
に

驚
い
た
国
親
が
慌
て
て
現
場
に
駆
け
つ
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
38
）。

同
日
、「
以
船
載
恒
居
倭
人
及
家
財
、
向
海
中
而
去
」
と
あ
る
よ
う
に
、

山
浦
恒
居
倭
人

の
財
産
も
含
め
た
避
難
行
動
が
始
ま
る
（
39
）。
倭
人
は
追
撃
を
免
れ
る
た
め
に
朝
鮮
軍
の
軍

船
を
尽
く
焼
き
払
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
倭
人
が
避
難
行
動
を
開
始
し
た
こ
と
に
つ
い
て
中
村

氏
は
「
四
月
九
日
前
後
か
ら
、
現
地
の
倭
人
の
動
静
に
異
様
な
動
き
が
見
え
て
き
た
。」
と
評

し
て
い
る
（
40
）。
中
村
氏
が
「
異
様
」
と
さ
れ
た
の
は
、
戦
局
が
倭
軍
有
利
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
国
親
来
航
と
同
時
に
撤
収
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
だ
ろ
う
。
国
親
は
勝
ち

に
乗
じ
よ
う
と
す
る
倭
軍
を
抑
え
て
、
撤
収
へ
と
方
向
転
換
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、四
月
九
日
以
降
の
も
の
と
み
ら
れ
る
動
向
に
、薺
浦
、
山
浦
の
糧
料
雑
物
を
加
徳
、

絶
影
等
島
に
運
び
出
し
た
こ
と
。

山
浦
恒
居
倭
は
妻
子
や
家
産
を
船
に
搭
載
し
、
薺
浦
の

賊
倭
と
連
合
し
た
こ
と
が
『
実
録
』
の
記
述
か
ら
判
明
す
る
（
41
）。

三
浦
に
は
多
数
の
住
民
（
非
戦
闘
員
）
が
い
た
（【
表
】
参
照
）。
ま
た
、
当
時
の
対
馬
側

の
貿
易
意
欲
の
高
さ
を
考
え
れ
ば
大
量
の
貨
物
が
集
積
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ら

を
直
接
対
馬
に
送
り
届
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
多
く
の
時
間
を
費
や
す
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

【表】三浦の人口動態（中村栄孝『日鮮関係史の研究』上巻（吉川弘文館、1965年）より）

年代
薺浦 山浦 塩浦 計

戸 口 戸 口 戸 口 戸 口
1466 300 1200余 110 330余 36 120余 446 1650余
1474 308（11） 1722 67（2） 323 36（1） 131 411（14） 2176
1475 308（11） 1731 88（3） 350 34（1） 128 430（15） 2209
1494 347（10） 2500 127（4） 453 51 152 525（14） 3105

※（）は寺院数
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加
徳
島
や
絶
影
島
は
三
浦
近
海
の
無
人
島
で
あ
り
、
倭
軍
は
こ
れ
ら
を
人

員
・
物
資
の
一
時
避
難
場
所
と
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。

国
親
は
四
月
一
〇
日
か
ら
講
和
交
渉
を
も
ち
か
け
る
（
後
述
、【
史
料

８
】）
が
、
避
難
開
始
は
九
日
だ
っ
た
こ
と
か
ら
時
間
稼
ぎ
の
交
渉
だ
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。
国
親
は
間
も
な
く
薺
浦
に
現
れ
る
が
、
こ
ち
ら
で
も

朝
鮮
軍
の
前
進
を
遅
滞
さ
せ
る
策
略
が
実
行
さ
れ
て
お
り
、
狙
い
は
非
戦

闘
員
と
貨
物
の
撤
収
を
図
る
時
間
稼
ぎ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
国
親
の
渡
航
を
契
機
と
し
て
、
乱
の
展
開
は
大
き
く
変
わ
る
。

③
終
局
―
朝
鮮
軍
に
よ
る
総
攻
撃
と
三
浦
全
住
民
避
難
―
（
四
月
一
一
日
〜

一
九
日
）（【
図
】（
42
）
参
照
）

朝
鮮
側
は
、
倭
軍
の
優
勢
に
対
応
す
る
た
め
に
漢
城
か
ら
援
軍
を
送
り

込
ん
で
き
た
が
、
兵
力
の
集
中
に
は
時
間
を
要
し
、
倭
軍
の
遅
滞
戦
術
も

あ
っ
て
、
本
格
的
な
反
攻
は
四
月
一
八
日
ま
で
遅
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

《
薺
浦
》

四
月
一
八
日
、
中
央
よ
り
熊
川
に
朝
鮮
軍
の
増
援
部
隊
が
到
着
し
た
。

【図】「熊川齊浦之図」「東莱富山浦之図」「蔚山塩浦之図」『海東諸国紀』所収
（東京大学資料編纂所蔵）
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兵
数
は
黄
衡
一
〇
〇
〇
、
柳
耼
年
一
九
〇
〇
、
金
錫
哲
二
〇
〇
〇
の
、
総
勢
四
九
〇
〇
に
の
ぼ
る
援
軍
で
あ
っ
た
。

注
目
す
べ
き
は
倭
人
側
の
戦
術
に
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
死
体
を
道
の
傍
ら
に
多
く
並
べ
る
（「
見
賊
陳

屍
道
傍
者
多
」）
な
ど
、
攻
勢
期
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
ト
リ
ッ
キ
ー
な
戦
術
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
朝
鮮
軍
は

こ
れ
に
つ
い
て
「
蓋
欲
使
我
軍
見
而
畏
怯
也
」
と
推
測
し
て
い
る
が
、
熊
川
の
城
を
放
棄
し
た
こ
と
を
悟
ら
せ
ま
い
と
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
倭
軍
に
よ
る
非
戦
闘
員
脱
出
の
た
め
に
朝
鮮
軍
の
浦
所
へ
の
接
近
を
遅
ら
せ
よ
う
と
し
た
時
間
稼
ぎ
の
戦
術
と
考
え
ら

れ
る
。

朝
鮮
軍
が
城
に
入
る
と
城
内
は
す
で
に
空
で
あ
り
、
賊
は
陣
を
城
外
に
移
し
て
い
た
。
東
・
南
・
西
の
山
頂
か
ら
朝
鮮
軍
の
様

子
を
う
か
が
っ
て
い
た
が
交
戦
し
敗
走
し
た
。

四
月
一
九
日
、
薺
浦
熊
川
で
の
最
終
決
戦
が
行
わ
れ
た
。

【
史
料
４
】『
中
宗
実
録
』
十
一
巻
、
五
年
（
一
五
一
〇
）
四
月
己
酉
（
二
十
四
日
）
条

本
月
十
九
日
未
明
時
、
分
為
三
道
、
由
陸
路
而
進
、
右
道
水
軍
節
度
使
李
宗
義
、

山
僉
節
制
使
李

、
率
舟
師
分
東
西
、

水
陸
竝
進
、
自
早
食
時
至
午
時
、
合
撃
力
戦
、
賊
先
以
老
弱
妻
子
載
船
、
令
驍
勇
軍
、
據
険
抗
戦
、
向
海
浜
北
走
。
諸
軍
進

薄
急
撃
、
則
賊
勢
窮
力
屈
、
争
舟
而
上
。
自
相
刃
殺
、
及
中
矢
溺
死
者
、
不
知
其
数
、
全
船
覆
沒
者
五
隻
、
其
余

去
者
、

無
慮
百
余
隻
、
斬
獲
二
百
九
十
五
級
。
令
新
僉
使
李

、
開
寧
県
監
姜
終
孫
、
守
薺
浦
城
、
衡
等
領
兵
二
千
、
還
據
熊
川
鎭
。

一
九
日
の
未
明
、
朝
鮮
軍
は
陸
路
の
三
方
向
に
、
海
路
も
合
わ
せ
た
四
方
向
か
ら
兵
を
薺
浦
に
進
め
、
倭
人
を
挟
撃
し
た
。
倭

人
は
ま
ず
老
人
や
女
子
供
を
船
に
乗
せ
、「
驍
勇
軍
」
の
み
で
抗
戦
し
た
が
、
海
辺
に
向
か
い
敗
走
し
た
。
沈
ん
だ
船
は
五
隻
。
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自
刃
し
た
者
、
矢
に
当
た
っ
た
者
、
溺
死
し
た
者
も
い
た
が
、
そ
れ
以
外
を
乗
せ
た
百
余
隻
の
船
は
逃
げ
去
っ
た
。
倭
人
の
首

二
九
五
級
を
獲
っ
た
が
、
朝
鮮
軍
に
は
一
人
の
死
傷
者
も
出
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
日
の
戦
闘
の
様
子
は
次
の
史
料
か
ら
も
窺

え
る
。【

史
料
５
】『
中
宗
実
録
』
十
一
巻
、
五
年
（
一
五
一
〇
）
四
月
丁
未
（
二
十
二
日
）
条

本
月
十
九
日
申
時
、軍
官
康
允
禧
、郭
翰
等
、自
戦
場
馳
報
曰
、左
右
道
防
禦
使
及
兵
馬
節
度
使
等
、遣
軍
官
分
三
運
撃
賊
、

舟
師
又
至
、
四
面
挟
攻
、
倭
賊
大
敗
、
薺
浦
前
水
尽
赤
。
斬
獲
之
数
、
時
不
的
知
、
大
概
四
十
余
級
。
領
軍
為
酋
者
、
被
擒

幾
尽
、
①
兵
仗
器
械
、
所
得
亦
多
。
中
矢
溺
死
海
中
者
、
不
知
其
幾
、
専
船
覆
沒
者
三
隻
。
我
軍
無
一
人
死
傷
。
其
余
入
戦

節
次
及
斬
獲
溺
死
之
数
、
当
隨
後
書
啓
。
伝
曰
、
崔
林
親
見
相
戦
乎
、
啓
曰
、
臣
在
密
陽
、
不
得
親
見
。
上
受
常
參
。
仍
召

見
崔
林
、
命
詳
陳
入
戦
節
次
。
林
対
曰
、
十
九
日
辰
時
交
戦
、
未
時
戦
畢
、
我
軍
無
一
人
死
傷
者
。
②
康
允
禧
、
奪
賊
将
盛

親
所
乗
馬
乗
之
、
左
右
道
兵
船
、
合
計
三
十
余
隻
入
海
。
黄
衡
、
金
錫
哲
、
柳

年
、
分
三
道
従
陸
道
入
攻
。
其
逆
戦
者
尽

被
獲
、
奔
走
乗
船
、
中
矢
死
者
、
不
知
其
幾
。
賊
船
三
隻
沈
沒
、
有
欲
乗
船
者
、
倭
寇
輒
自
相
発
剣
撃
臂
。
…
…

注
目
す
べ
き
は
「
兵
仗
器
械
、
所
得
亦
多
」（
傍
線
部
①
）
と
の
記
述
は
あ
る
が
、
非
戦
闘
員
に
対
す
る
殺
戮
及
び
掠
奪
の
記

述
が
見
当
た
ら
な
い
点
で
あ
る
。
ま
た
、
撤
退
の
最
終
局
面
に
あ
っ
て
も
老
人
や
女
子
供
が
在
留
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
戦
没

者
は
兵
員
の
み
で
あ
る
。
残
留
し
て
い
た
老
人
・
女
子
供
は
後
衛
の
軍
勢
と
協
働
し
つ
つ
、
組
織
的
に
行
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
貨
物
の
搬
出
は
彼
ら
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
三
浦
の
恒
居
倭
三
千
余
人
の
大
部
分
は
殺
戮
を
免
れ
、
商
品
の
大
部
分
を
保
っ
た
ま
ま
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
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み
ら
れ
る
。

ま
た
、【
史
料
５
】
傍
線
部
②
に
「
康
允
禧
、
奪
賊
将
盛
親
所
乗
馬
乗
之
」
と
あ
り
、
盛
親
（
国
親
）
の
乗
っ
て
い
た
馬
が
熊

川
の
戦
場
で
敵
将
（
康
允
禧
）
に
奪
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
四
月
一
九
日
以
前
に
薺
浦
へ
移
動
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
国
親
は
三
浦
最
大
の
人
口
を
抱
え
る
薺
浦
の
撤
退
戦
を
も
指
揮
す
る
た
め
、

山
か
ら
移
動
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

小
括

乱
の
経
過
に
関
す
る
要
点
を
ま
と
め
る
と
、
左
の
よ
う
に
な
る
。

（
１
） 

四
月
四
日
〜
八
日
、
現
地
に
は
国
親
は
お
ら
ず
、
倭
軍
は
他
の
人
物
（
盛
明
・
貞
長
等
）
に
率
い
ら
れ
て
、
大
規
模
な

攻
撃
を
展
開
し
た
。
倭
軍
の
優
勢
で
あ
り
、

山
浦
で
は
李
友
曽
が
討
た
れ
た
。

（
２
） 

李
友
曽
の
首
が
対
馬
に
届
い
た
直
後
の
四
月
九
日
、
国
親
が
ま
ず

山
、
つ
い
で
薺
浦
に
現
れ
、
直
ち
に
撤
収
が
開
始

さ
れ
た
。
国
親
は
講
和
交
渉
を
行
い
、
朝
鮮
軍
の
進
撃
を
遅
ら
せ
る
策
略
を
用
い
た
。

（
３
） 

朝
鮮
軍
の
総
攻
撃
は
遅
れ
、
四
月
一
八
日
、
熊
川
城
を
奪
回
し
た
が
倭
軍
は
す
で
に
撤
退
し
た
あ
と
で
あ
っ
た
。
四
月

一
九
日
、
浦
所
へ
の
攻
撃
に
際
し
て
、
な
お
多
数
の
非
戦
闘
員
が
い
た
が
、
こ
れ
ら
老
人
・
女
・
子
供
は
貨
物
と
と
も
に

脱
出
し
、
後
衛
軍
の
み
が
死
者
を
出
し
た
。
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４
．
三
浦
の
乱
前
後
に
お
け
る
各
人
の
動
向

前
章
ま
で
、
三
浦
の
乱
の
経
過
に
つ
い
て
時
系
列
に
沿
っ
て
確
認
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
乱
の
主
要
な
人
物
と
さ
れ
て
い
る

五
人
に
つ
い
て
そ
の
動
向
を
整
理
す
る
。
す
な
わ
ち
、
三
浦
恒
居
倭
の
訴
え
を
島
主
に
報
告
し
て
暴
動
を
企
画
し
た
盛
明
、
盛
明

を
使
嗾
し
た
島
主
義
盛
、
現
地
に
乗
り
込
ん
で
撤
収
を
開
始
さ
せ
た
国
親
、
撤
収
を
援
護
し
て
戦
死
し
た
盛
弘
の
四
人
で
あ
る
。

Ａ
．
宗
盛
明
―
特
送
使
―

宗
盛
明
は
、
乱
の
前
年
か
ら
特
送
使
を
つ
と
め
て
お
り
、
島
主
の
近
臣
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

一
五
一
〇
年
八
月
二
四
日
、投
降
し
た
倭
人
平
時
羅
（
平
次
郎
）
の
証
言
【
史
料
１
】
に
よ
る
と
、盛
明
は
新
島
主
宗
盛
順
（
義

盛
）
の
図
書
を
請
求
す
る
使
い
で
あ
っ
た
。
受
図
書
人
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
相
続
者
が
旧
図
書
を
朝
鮮
に
返
し
、
改
め
て

自
分
の
名
義
の
も
の
と
交
換
し
て
も
ら
う
規
定
で
あ
り
、
こ
の
時
は
、
前
島
主
宗
材
盛
が
亡
く
な
っ
た
直
後
だ
っ
た
。

浦
所
に
到
着
し
た
盛
明
は
、
ま
ず
、
恒
居
倭
か
ら
僉
使
の
迫
害
を
う
っ
た
え
ら
れ
、
そ
の
情
報
を
島
主
に
送
っ
た
。
上
京
し
て

浦
所
に
か
え
る
と
、
さ
ら
に
頭
倭
ら
の
陳
情
を
う
け
た
が
、
み
ず
か
ら
も
、
朝
鮮
政
府
の
接
待
が
旧
例
の
ご
と
く
で
な
か
っ
た
の

に
対
し
、
は
な
は
だ
し
く
憤
り
を
い
だ
い
て
帰
国
。
武
力
に
訴
え
て
障
害
に
な
っ
て
い
る
辺
将
を
の
ぞ
く
こ
と
を
島
主
義
盛
に
勧

め
た
。
島
主
は
、
亡
父
宗
材
盛
を
祭
る
た
め
朝
鮮
の
使
者
が
来
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
機
会
に
事
情
を
う
っ
た
え
て
、
僉
使
の
処
分

を
請
う
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
て
、
こ
の
意
見
を
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
宗
盛
明
は
、
島
主
の
制
止
を
聞
か
ず
、
ひ
そ
か

に
代
官
宗
盛
親
ら
と
、
朝
鮮
乱
入
の
謀
を
練
っ
て
い
た
。『
実
録
』
に
よ
る
と
乱
の
首
謀
者
の
三
将
の
内
の
一
人
と
さ
れ
て
い
る
。

平
時
羅
の
証
言
に
は
島
主
に
有
利
な
偽
証
が
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
島
主
が
盛
明
を
制
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止
し
た
と
い
う
の
は
事
実
だ
ろ
う
か
。
乱
の
最
中
に
朝
鮮
に
宛
て
た
義
盛
の
書
契
を
も
と
に
検
証
す
る
。

Ｂ
．
宗
義
盛
（
盛
順
）　

―
対
馬
島
主
―

左
に
掲
げ
る
の
が
、
義
盛
（
盛
順
）
自
身
の
書
契
で
あ
る
。

【
史
料
６
】『
中
宗
実
録
』
十
一
巻
、
五
年
（
一
五
一
〇
）
四
月
壬
寅
（
十
七
日
）
条

対
馬
州
太
守
盛
順
、
移
書
契
于
礼
曹
曰
、

吾
先
祖
貞
盛
以
来
、
修
永
世
立
好
、
作
東
門
之
鎖
鑰
、
今
毎
歲
差
遣
約
船
、
述
礼
謝
。
雖
然
毎
事
違
例
也
。
一
、
到
浦
日
次
、

竝
通
文
等
之
糧
料
不
給
事
。

一
、
船
具
陸
物
諸
緣
等
、
是
又
違
前
例
也
。

一
、
上
京
糧
料
、
竝
月
俸
不
賜
事
。

一
、
去
戊
辰
之
送
使
糧
料
、
到
庚
午
、
三
浦
年
来
不
下
給
也
、
剩
遠
国
之
使
者
等
、
於
浦
久
淹
留
、
故
多
餓
死
而
已
。
如
此

條
目
、
重
重
如
前
例
。
雖
可
告
訴

山
浦
之
万
戸
、
退
朝
到
浦
而
後
、
貴
国
之
公
事
、
悉
前
例
改
換
也
。

一
、

山
浦
居
住
（
人
）
倭
人
等
、
被
焼
炭
、
被
採
薪
、
被
耕
田
畠
、
是
亦〔

例
〕（

非
）
古
例
、
立
新
法
也
。

一
、
去
年
材
盛
、
雖
遣
書
契
於
浦
而
留
置
、
剩
今
年
数
封
書
、
空
回
給
事
、
愧
恨
之
至
也
。

如
此
之
意
、
諸
国
之
使
者
、
欲
致
愁
訴
、
而
通
事
誘
引
、
入
万
戸
館
時
、
万
戸
曰
、
日
本
之
公
事
、
謂
不
聴
用
。
而
通
事
即

時
打
殺
矣
。
加
旃
彼
通
事
之
死
骸
、
贈
倭
人
以
当
料
割
肝
膽
皮
肉
可
食
云
云
、
故
雪
此
恥
者
也
。
且
自
殿
下
、
如
前
例
慇
懃

鄭
重
、
而
永
好
不
替
、
是
誠
綸
言
也
、
只

山
浦
令
公
一
人
、
瞋
眼
持
臂
、
而
両
国
喪
乱
之
義
相
企
也
。
即
体
令
公
、
以
軍
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兵
相
催
列
陳
旅
也
。
自
今
而
後
、
若
如
前
例
、
修
永
好
結
和
親
、
則
吾
国
彌
結
隣
好
、
可
為
藩
臣
事
、
不
可
違
背
、
若
復
如

近
年

山
浦
万
戸
之
公
事
相
用
、
則
猶
挟
攻
戦
調
干
戈
、
以
触
蛮
之
争
、
不
放
昼
夜
而
貴
国
可
乱
入
也
。
因
製
短
札
以
進
獻
、

伏
令
此
義
、
具
可
被
達
陛
下
尊
聴
焉
。
将
此
意
、
通
書
契
者
三
。

こ
の
書
契
で
は
、
三
浦
倭
人
等
の
不
遇
を
訴
え
、
前
例
通
り
の
待
遇
に
戻
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
以
前
の
よ
う
に
「
可
為
藩
臣
」

こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
も
し
そ
れ
が
叶
わ
ず
、近
年
の
よ
う
な
待
遇
が
続
く
の
で
あ
れ
ば
、「
則
猶
挟
攻
戦
調
干
戈
、以
触
蛮
之
争
、

不
放
昼
夜
而
貴
国
可
乱
入
也
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、【
史
料
２
】「
去
年
特
送
貞
長
」
の
四
月
五
日
の
証
言
に
「
島
主
命
我
等
伐

山
浦
・
薺
浦
・
巨
済
等
処
、
不
得
已
来
、

此
非
我
意
也
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
島
主
（
義
盛
）
の
命
令
に
よ
っ
て
や
む
を
得
ず
出
兵
し
て
き
た
。
私
の
意
志
で
は
な
い
。」

と
し
て
い
る
。
義
盛
（
盛
順
）
が
自
身
の
書
契
で
「
不
放
昼
夜
而
貴
国
可
乱
入
」
と
恫
喝
し
て
い
る
こ
と
、
侵
攻
の
尖
兵
だ
っ
た

貞
長
が
「
島
主
命
」
に
よ
っ
て
出
兵
し
た
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
島
主
が
「
制
止
」
し
た
と
い
う
平
時
羅
の
証
言
は
信
用
に

足
り
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
時
代
は
降
っ
て
一
五
二
二
年
二
月
一
三
日
新
島
主
宗
盛
長
に
よ
る
約
条
改
正
・
撤
廃
交
渉
の
際
に
盛
順
（
義
盛
）
の

名
が
挙
が
っ
て
い
る
。

【
史
料
７
】『
中
宗
実
録
』
四
四
巻
、
十
七
年
（
一
五
二
二
）
二
月
庚
寅
（
十
三
日
）
条

以
盛（

義
盛
）順

庚（
一
五
一
〇
）

午
年
唱
乱
之
罪
、
告
于
日
本
欲
致
討
、
日
本
然
之
、
発
十
島
兵
、
助
島
主
攻
盛
順
、
又
擒
首
乱
者
二
人
、
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こ
の
史
料
に
よ
る
と
「
盛
順
（
義
盛
）
の
庚
午
年
（
一
五
一
〇
年
）
唱
乱
の
罪
（
＝
三
浦
の
乱
を
主
導
し
た
罪
）」
を
根
拠
に
、

日
本
（
国
王
）
に
討
伐
し
た
い
旨
を
告
げ
た
と
こ
ろ
、
日
本
（
国
王
）
も
そ
れ
を
了
承
し
、
新
島
主
盛
長
の
盛
順
（
義
盛
）
討
伐

を
助
け
た
。
ま
た
、
乱
の
首
謀
者
二
人
を
捕
え
た
と
い
う
。

こ
の
日
本
国
王
使
は
宗
氏
に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
た
偽
使
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
義
盛
討
伐
の
事
実
を
裏
付
け
る
史
料
は

他
に
存
在
し
な
い
。
当
然
、
復
権
交
渉
の
た
め
の
方
便
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
三
浦
の
乱
の
「
唱
乱
之
罪
」
が
義

盛
に
あ
る
と
盛
長
が
主
張
し
て
い
る
点
は
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
国
親
の
行
動
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

Ｃ
．
宗
国
親
（
盛
親
）
―
島
主
代
官
―

宗
国
親
（
盛
親
）
は
、平
時
羅
の
供
述
に
よ
る
と
三
浦
の
乱
時
の
「
亜
将
」
で
あ
り
、乱
の
首
謀
者
の
一
人
と
さ
れ
て
い
る
（
43
）。

し
か
し
な
が
ら
、
乱
の
経
過
に
照
ら
す
と
次
の
二
点
が
明
ら
か
に
な
る
。
①
乱
の
攻
勢
期
に
は
対
馬
に
在
島
し
て
お
り
、
前
線
に

出
て
い
な
い
。
②
四
月
九
日
に
国
親
が
朝
鮮
に
渡
航
す
る
と
直
ち
に
和
平
交
渉
と
同
時
に
撤
収
が
開
始
さ
れ
る
。

前
掲
の
【
史
料
３
】
か
ら
、
国
親
は
四
月
九
日
に
朝
鮮
に
到
着
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
盛
明
ら
が
前
線
で
挑
発
を
実
行
し
始
め

た
と
き
、
国
親
は
ま
だ
そ
の
場
に
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
国
親
が

山
に
現
れ
る
と
直
ち
に
撤
収
が
開
始
さ
れ
、
和
平
交
渉
が

申
し
入
れ
ら
れ
る
。

四
月
一
〇
日
、
盛
親
（
国
親
）
に
よ
る
講
和
交
渉
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
次
に
掲
げ
る
史
料
か
ら
分
か
る
。

【
史
料
８
】『
中
宗
実
録
』
十
一
巻
、
五
年
（
一
五
一
〇
）
四
月
乙
未
（
十
日
）
条
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対
馬
島
代
官
兵
部
盛
親
書
契
曰
、

朝
鮮
與
日
本
国
、
唇
歯
相
接
之
口〔

国
〕也

。
由
是〔
様
〕大
明
国
之
宣
旨
、
其
宣
旨
曰
、
両
国
無
二
、
而
朝
暮
可
通
也
、
殊
対
州
為

西
海
之
藩
屛
、
両
国
往
来
之
咽
喉
也
。
従
曽
祖
、
定
和
親
之
約
諾
堅
固
也
、
此
十
年
以
来
、
毎
事
換
変
也
。
殊
去
年
四
月
、

（

李

友

曽

）

山
浦
令
公
下
著
以
来
、
重
重
立
新
法
度
、
対
日
本
人
企
矛
楯
、
雖
差
使
船
、
尽
小
船
、
比
人
数
記
録
、
或
上
官
人
、
各
不

遂
上
洛
、
従
浦
空
帰
来
。
又
一
年
中
之
糧
米
、
其
年
中
尽
不
給
、
二
三
年
之
分
壓
留
、
上
官
人
舟
子
劬
労
、
郡
房
長
、
亦
姦
曲
、

與
令
公
同
心
招
乱
也
。
以
故
①
対
州
代
主
宗
兵
部
少
輔
盛
親
為
大
将
、
数
万
兵
船
、
乗
渡

山
浦
、
令
公
父
子
兄
弟
、
打
殺

刎
頸
掛
門
前
、
截
捨
者
無
限
。
今
日
令
公
頸
、
以
早
船
渡
対
州
、
於
東
萊
郡
令
公
、
無
遺
恨
。
欲
述
此
義
、
昨
日
向
東
萊
郡
、

途
中
有
軍
勢
、
向
日
本
人
放
箭
。
是
故
日
本
人
、
亦
着
城
塁
之
門
放
箭
、
②
因
無
遺
恨
、
此
旨
達
洛
毎
事
、
毎
事
再
知
先
例
、

則
天
下
院
、
宣
有
其
證
状
者
、
兵
船
即
時
引
退
也
、
無
其
義
、
則
鯨
呑
蠶
食
、
待
日
可
見
也
。
薺
浦
、
鹽
浦
、
多
大
浦
、
加

羅
伊
山
浦
、（
浦
）
被
兵
船
船
火
同
時
、
対
東
萊
差
使
員
、
涓
塵
無
恨
、
莫
放
箭
、
矣
身
制
止
之
也
。
即
時
返
辞
、
求
之
今
日
、

欲
趣
停
止
也
。

東
萊
県
令
尹
仁
復
、
答
宗
盛
親
書
曰
、
交
隣
之
義
、
古
有
其
道
。
国
家
自
祖
宗
朝
、
為
貴
邦
対
待
甚
厚
、
賜
予
亦
多
、
交

隣
之
道
、
至
矣
尽
矣
。
足
下
不
意
、
擧
無
名
之
兵
、
屠
殺
辺
将
、
深
入
城
下
、
縱
火
民
居
、
焚
蕩
室
廬
、
人
受
其
害
。
僕
以

辺
将
、
鎭
守
轅
門
、
不
可
不
敵
、
玆
率
軍
土
、
與
之
相
戦
、
此
辺
将
職
分
、
曲
不
在
我
。
今
見
恵
書
、
悉
審
示
旨
、
鮮〔

解
〕兵

旋

陣
。
但
所
論
之
辞
、
非
僕
擅
断
、
即
達
于
朝
。
回
啓
在
近
、
姑
将
待
之
。

こ
の
書
契
は
、国
親
が
東
萊
県
令
尹
仁
復
に
対
し
て
講
和
を
持
ち
か
け
る
た
め
に
送
っ
た
も
の
で
あ
る
。
傍
線
部
①
に
よ
る
と
、

盛
親
（
国
親
）
は
自
ら
を
「
対
州
代
主
宗
兵
部
少
輔
盛
親
為
大
将
」
と
称
し
て
い
る
。
理
不
尽
な
倭
人
統
制
策
の
最
大
の
元
凶
と
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さ
れ
た

山
令
公
李
友
曽
は
討
ち
と
ら
れ
、
そ
の
首
は
早
船
で
対
馬
に
渡
っ
た
た
め
、「
も
は
や
遺
恨
は
な
い
の
で
、
こ
の
旨
を

都
に
通
達
し
、
す
べ
て
の
規
定
に
つ
い
て
先
例
通
り
に
す
る
と
い
う
確
約
が
得
ら
れ
れ
ば
、
即
時
、
兵
船
を
引
か
せ
る
」（
傍
線

部
②
）
と
い
う
講
和
交
渉
で
あ
っ
た
。

こ
の
書
契
の
記
述
だ
け
を
見
る
と
、
国
親
が
大
将
と
し
て
渡
海
し
て
き
て
李
友
曽
の
首
を
と
っ
た
如
く
で
あ
る
が
、
実
際
に
は

山
浦
に
お
け
る
倭
軍
の
大
将
は
【
史
料
２
】
に
明
ら
か
な
よ
う
に
貞
長
で
あ
り
、
李
友
曽
の
首
は
少
な
く
と
も
四
月
六
日
の
時

点
で
熊
川
（
薺
浦
）
に
渡
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
日
（
四
月
一
〇
日
）
以
前
の
戦
闘
の
記
述
に
国
親
が
現
れ
る
こ
と
は
な
い
。

そ
し
て
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
四
月
九
日
頃
を
境
に
、
倭
人
の
行
動
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
の
大
規
模
な
攻

勢
か
ら
撤
退
・
防
衛
戦
へ
と
、
方
針
を
転
換
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
対
馬
島
内
で
も
相
当
の
実
力
者
に
限
ら
れ
る
。

守
護
代
で
あ
る
盛
親
に
そ
れ
だ
け
の
権
限
が
あ
っ
た
と
み
る
の
は
自
然
な
こ
と
と
言
え
る
。
現
場
の
倭
軍
は
朝
鮮
側
陣
営
に
肉
薄

し
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
ら
の
兵
を
従
わ
せ
、
撤
収
に
同
意
さ
せ
た
こ
と
が
国
親
の
権
威
を
窺
わ
せ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
国
親
は
講
和
交
渉
・
撤
退
を
指
揮
す
る
た
め
に
朝
鮮
へ
渡
っ
て
き
た
蓋
然
性
が
高
い
と
判
断
で
き
る
。

山
浦
に
お
い
て
講
和
交
渉
と
住
民
避
難
の
指
揮
を
終
え
た
国
親
は
、
そ
の
後
、
薺
浦
に
移
動
し
て
い
る
。【
史
料
５
】
国
親

の
乗
馬
が
熊
川
の
戦
場
で
敵
将
に
奪
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
は
四
月
一
九
日
以
前
に
薺
浦
へ
移
動
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
四
月
一
九
日
は
前
述
し
た
通
り
、
全
住
民
避
難
の
最
終
局
面
で
あ
り
、
国
親
は
三
浦
最
大
の
人
口
を
抱
え
る

薺
浦
の
撤
退
戦
を
も
指
揮
す
る
た
め
、

山
か
ら
移
動
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、盛
親
（
国
親
）
の
【
史
料
８
】
書
契
に
お
け
る
「
大
将
」
自
称
は
、乱
を
画
策
し
た
首
謀
者
と
し
て
の
「
大

将
」
で
は
な
く
、
講
和
を
有
利
に
進
め
る
た
め
、
自
ら
が
対
馬
側
の
意
思
決
定
主
体
た
る
こ
と
の
ア
ピ
ー
ル
の
た
め
の
自
称
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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国
親
は
朝
鮮
に
渡
航
し
て
以
降
、
講
和
交
渉
を
行
い
、
勝
ち
に
乗
じ
よ
う
と
す
る
倭
軍
を
抑
え
て
、
撤
収
へ
と
方
向
転
換
さ
せ

た
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、
通
説
の
よ
う
に
、
彼
を
挑
発
の
首
謀
者
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

Ｄ
．
宗
盛
弘　

―
撤
退
戦
で
討
死
、
高
崎
大
明
神
と
な
る
―

宗
盛
弘
は
、
宗
材
盛
（
義
盛
の
父
）
の
従
兄
弟
に
あ
た
り
、
義
盛
の
祖
父
貞
国
の
異
母
兄
弟
で
豊
崎
郡
主
を
貞
国
か
ら
譲
り
受

け
た
盛
俊
の
子
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
三
浦
の
乱
に
お
い
て
没
し
た
盛
弘
は
、
乱
後
、
対
馬
で
「
高
崎
大
明
神
」
と
し
て
祀
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
の
神
格
化
の
背
景
に
は
四
月
一
九
日
熊
川
で
の
撤
退
戦
で
の
盛
弘
の
奮
戦
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

三
浦
の
乱
及
び
高
崎
大
明
神
宗
盛
弘
に
関
す
る
日
本
側
の
伝
承
は
複
数
存
在
し
て
い
る
（
44
）
が
主
要
な
も
の
か
ら
、
そ
の
プ

ロ
ッ
ト
を
抽
出
す
る
と
概
ね
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
朝
鮮
貿
易
に
お
い
て
大
内
氏
と
の
接
待
格
差
に
怒
っ
た
宗
義
盛
は
、「
従
伯
父
能
登
守
盛
弘
」
に
朝
鮮
を
攻
め
さ
せ
た
（
あ

る
い
は
盛
弘
と
共
に
朝
鮮
を
攻
め
た
）。
対
馬
の
軍
勢
は
兵
士
お
よ
そ
三
百
人
で
海
を
渡
り
四
月
四
日
に
朝
鮮
に
至
っ
た
。

②
本
州
の
人
で
三
浦
に
住
む
者
を
率
い
て
薺
浦
、
熊
川
城
を
落
と
し
、
李
友
曽
を
殺
害
し
た
。

③
朝
鮮
軍
の
反
撃
に
よ
り
、
一
九
日
、
盛
弘
は
三
一
歳
で
命
を
落
と
し
た
（
あ
る
い
は
、「
大
将
義
盛
千
死
ニ
入
テ
一
生
ヲ
得

難
ク
ゾ
見
エ
」
た
時
に
、
盛
弘
が
「
数
十
万
集
ツ
マ
タ
ル
敵
中
ヘ
割
テ
入
リ
」、「
四
角
八
方
へ
打
散
シ
」
た
。
そ
の
勢
い
に

恐
れ
た
朝
鮮
軍
が
引
い
た

に
、
義
盛
を
逃
が
し
て
船
に
乗
せ
、
盛
弘
は
防
ぎ
、
つ
い
に
討
死
し
た
）。

④
そ
の
年
の
六
月
か
ら
盛
弘
の
霊
が
対
馬
豊
崎
郷
高
崎
の
浜
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
里
民
（
対
馬
国
民
）
は
一
社
を
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経
営
し
て
、
高
崎
大
明
神
と
号
し
た
（
あ
る
い
は
、
霊
と
な
っ
て
現
れ
た
盛
弘
を
憐
れ
ん
だ
義
盛
が
そ
の
霊
を
祀
っ
た
）。

先
ま
で
に
み
た
朝
鮮
側
の
記
録
と
あ
わ
せ
て
考
え
た
時
、
こ
の
よ
う
な
日
本
側
の
高
崎
大
明
神
伝
承
は
ど
う
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
か
。

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
四
月
一
九
日
薺
浦
・
熊
川
で
の
戦
い
は
対
馬
側
に
と
っ
て
は
撤
退
戦
の
最
終
局
面
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

（
１
）
撤
退
戦
で
は
援
護
部
隊
に
被
害
が
集
中
し
て
い
る
、（
２
）
非
戦
闘
員
の
死
傷
者
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
、（
３
）
貨
物

の
避
難
が
成
功
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
日
の
戦
い
で
討
死
に
し
た
盛
弘
は
お
そ
ら
く
、
三
浦
居

留
民
の
避
難
の
た
め
、
身
を

し
て
戦
い
命
を
落
と
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
の
ち
に
対
馬
で
高
崎
大
明
神
と
し
て
「
住
民
に

よ
っ
て
祀
ら
れ
た
（
あ
る
い
は
命
を
救
わ
れ
た
義
盛
が
祀
っ
た
）」
と
い
う
伝
承
は
、
撤
退
戦
の
さ
な
か
に
落
命
し
た
盛
弘
を
英

雄
視
す
る
住
民
の
「
記
憶
」
が
形
と
し
て
現
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
伝
承
は
盛
弘
の
子
盛
賢
（
将
盛
）
が
島
主
に
な
っ
た
こ
ろ
に
形
成
さ
れ
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
島
民
は

撤
退
に
貢
献
し
た
盛
弘
を
（
お
そ
ら
く
は
盛
親
も
）
評
価
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

５
．
お
わ
り
に

三
浦
の
乱
の
主
導
者
が
「
特
送
宗
盛
明
お
よ
び
島
主
代
官
宗
盛
親
（
国
親
）
そ
し
て
宗
盛
弘
の
三
将
で
あ
る
」
と
す
る

一
五
一
〇
年
八
月
二
四
日
の
倭
人
平
次
郎
（
平
時
羅
）
の
供
述
が
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
三
浦
の
乱
の
経
過
や
そ
の
前
後
の
各
人
物
の
動
き
を
注
意
深
く
見
て
み
る
と
、
い
く
つ
か
の
矛
盾
点
が
見
え
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た
。
す
な
わ
ち
、

①
薺
浦
・
熊
川
城
を
囲
む
倭
軍
の
大
将
「
去
年
特
送
」
の
四
月
五
日
の
貞
長
の
証
言
に
よ
る
と
「
島
主
命
我
等
伐

山
浦
・
薺

浦
・
巨
済
等
処
、
不
得
已
来
、
此
非
我
意
也
」
と
あ
り
、

山
に
お
け
る
先
鋒
と
み
ら
れ
る
貞
長
は
島
主
（
義
盛
）
の
命
で

出
兵
し
て
き
た
と
明
言
し
て
い
る
。

②
国
親
が
朝
鮮
に
渡
っ
た
四
月
九
日
以
降
、
倭
人
が
妻
子
や
家
産
を
船
に
積
み
込
み
、
撤
退
す
る
方
針
に
切
り
替
わ
っ
た
。【
史

料
８
】
の
書
契
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
国
親
は
講
和
交
渉
を
主
導
し
、
か
つ
住
民
の
撤
退
を
指
揮
し
た
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
。

③
平
時
羅
が
「
三
将
」
と
し
て
証
言
し
た
「
老
屯
都
老
」
＝
宗
盛
弘
は
薺
浦
の
全
住
民
避
難
の
た
め
に
戦
い
、
命
を
落
と
し
た

可
能
性
が
高
い
。
の
ち
に
対
馬
で
高
崎
大
明
神
と
し
て
住
民
に
よ
っ
て
祀
ら
れ
た
と
い
う
事
実
は
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。

さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
平
時
羅
の
証
言
が
な
さ
れ
た
の
は
同
年
の
八
月
二
四
日
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
乱
の
勝
負
が
つ
い
て
、
朝
鮮

と
の
交
渉
を
再
開
す
る
た
め
、
責
任
問
題
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
段
階
の
証
言
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
ね
ば

な
ら
な
い
。
平
時
羅
が
島
主
宗
義
盛
の
手
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
島
主
に
有
利
な
証
言
を
行
い
、
交
渉

再
開
の
糸
口
を
掴
も
う
と
し
た
可
能
性
す
ら
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、三
浦
の
乱
の
主
導
者
は
通
説
に
あ
る
よ
う
な
盛
明
―
国
親
ラ
イ
ン
で
は
な
く
、む
し
ろ
島
主
宗
義
盛
で
あ
っ

た
蓋
然
性
が
高
い
。
そ
の
動
機
と
し
て
は
代
官
国
親
と
の
競
合
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。
三
浦
の
乱
が
成
功
し
、
朝
鮮
に
権
益
の
拡

大
（
復
旧
）
を
認
め
ら
れ
れ
ば
、島
主
に
と
っ
て
は
対
馬
島
内
で
の
求
心
力
の
回
復
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

実
際
に
島
主
に
よ
り
最
初
に
派
兵
さ
れ
た
の
は
「
去
年
特
送
」
を
つ
と
め
た
貞
長
、
そ
し
て
三
浦
の
乱
の
最
中
に
お
け
る
具
体

的
な
動
向
は
不
明
で
あ
る
が
、
特
送
を
つ
と
め
て
い
た
盛
明
な
ど
の
島
主
近
臣
で
あ
っ
た
。
盛
明
が
三
浦
の
乱
を
企
画
し
島
主
に

入
寇
を
勧
め
た
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
貞
長
が
「
島
主
命
」
に
よ
っ
て
厭
々
な
が
ら
出
兵
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
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そ
し
て
、
島
主
代
官
宗
国
親
は
講
和
交
渉
お
よ
び

山
・
薺
浦
住
民
の
避
難
指
揮
の
た
め
、
宗
盛
弘
は
薺
浦
住
民
の
避
難
援
護

の
た
め
に
出
兵
し
て
き
た
と
見
ら
れ
る
（
45
）。
後
世
、
対
馬
に
残
る
高
崎
大
明
神
伝
承
の
背
景
に
は
、
四
月
一
九
日
の
撤
退
戦
に

お
け
る
盛
弘
の
奮
戦
と
非
業
の
死
、
そ
れ
に
対
す
る
住
民
の
感
謝
の
心
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

義
盛
は
乱
の
直
後
こ
そ
、
守
護
代
国
親
の
責
任
論
を
内
外
に
喧
伝
す
る
こ
と
で
自
ら
の
権
勢
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
が
、
結
局

は
失
敗
し
没
落
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
次
代
の
島
主
盛
長
に
責
任
を
問
わ
れ
る
ま
で
に
彼
の
権
威
は
失
墜
す
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
平
時
羅
の
証
言
の
み
を
鵜
呑
み
に
し
て
は
、
義
盛
の
意
図
し
た
冒
険
主
義
的
な
政
権
浮
揚
策
と
し
て
の
三
浦
の
乱

の
意
義
を
見
落
と
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
三
浦
の
乱
を
捉
え
る
な
ら
ば
、
乱
後
の
責
任
問
題
で
の
立
ち
位
置
が
そ
の
ま
ま
、
そ
の
後
の
対
馬
の
政
治
情
勢

に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
関
係
性
が
見
え
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
挑
発
者
（
乱
を
引
き
起
こ
し
た
が
失
敗
し
、
対
馬
の
島
益

を
失
わ
せ
た
者
）
と
撤
収
者
（
全
住
民
避
難
を
指
揮
し
成
功
さ
せ
た
者
）
と
の
対
立
構
造
が
そ
の
後
の
島
内
政
治
過
程
を
規
定
し
、

前
者
は
没
落
し
、
後
者
は
権
勢
を
得
た
の
で
あ
る
（
46
）。

こ
の
よ
う
に
三
浦
の
乱
と
は
、
対
馬
の
島
内
政
治
と
有
機
的
に
連
関
し
た
事
件
で
あ
っ
た
。
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注
（
1
）  

長
節
子
『
中
世
日
朝
関
係
と
対
馬
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）、
長
節
子
『
中
世
日
朝
海
域
の
倭
と
朝
鮮
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
二
年
）
を
参
考
に
筆
者
が
作
成
。

（
2
）  
戦
前
に
武
田
勝
蔵
氏
や
三
浦
周
行
氏
が
、
三
浦
の
歴
史
お
よ
び
宗
氏
と
朝
鮮
王
朝
と
の
間
に
結
ん
だ
約
条
を
紹
介
し
た
（
武
田
勝

蔵
「
日
鮮
貿
易
史
上
の
三
浦
と
和
館
」『
史
学
』
第
一
巻
第
三
号
、
一
九
二
二
年
。
三
浦
周
行
「
足
利
時
代
日
本
人
の
居
留
地
た
り

し
朝
鮮
三
浦
」
同
『
日
本
史
の
研
究
』
第
二
輯
、
一
九
三
〇
年
）。

 

　

佐
伯
弘
次
氏
は
対
馬
と
朝
鮮
と
の
関
係
を
論
じ
る
中
で
、
一
五
世
紀
中
〜
後
期
に
お
け
る
宗
氏
に
よ
る
三
浦
支
配
に
言
及
し
、
三

浦
は
対
馬
島
主
・
対
馬
島
人
に
と
っ
て
対
馬
島
の
延
長
に
あ
っ
た
と
評
価
し
た
。
佐
伯
弘
次
「
国
境
の
中
世
交
渉
史
」（
網
野
善
彦

他
編
『
海
と
列
島
文
化
』
第
三
巻
、
小
学
館
、
一
九
九
〇
年
）。

 

　

村
井
章
介
氏
は
国
境
を
ま
た
ぐ
地
域
で
活
躍
す
る
倭
人
（
い
わ
ゆ
る
境
界
人
・
マ
ー
ジ
ナ
ル
マ
ン
）
の
活
動
（
一
四
〜
一
六
世
紀
）

を
知
る
上
で
、
三
浦
と
い
う
舞
台
に
注
目
し
、
倭
人
の
活
動
や
、
三
浦
の
法
的
位
置
な
ど
を
活
写
し
た
（
村
井
章
介
『
中
世
倭
人
伝
』

岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）。

 

　

関
周
一
氏
は
倭
人
の
海
上
に
お
け
る
活
動
や
三
浦
の
景
観
を
中
心
に
、
三
浦
恒
居
倭
や
支
配
体
制
に
関
す
る
考
察
を
行
っ
た
（
関

周
一
『
中
世
日
朝
海
域
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
二
年
。
同
『
対
馬
と
倭
寇
―
境
界
に
生
き
る
中
世
び
と
―
』
高
志
書
院
、

二
〇
一
二
年
）。

 

　

李
泰
勲
氏
は
恒
居
倭
の
刷
還
（
送
還
）、
恒
居
倭
に
対
す
る
検
断
権
の
行
使
、
恒
居
倭
へ
の
課
税
や
、
宗
氏
に
よ
る
恒
居
倭
の

支
配
体
制
（
具
体
的
に
は
倭
酋
の
政
治
的
位
置
）
に
つ
い
て
、
史
料
を
丹
念
に
収
集
し
て
精
密
に
検
証
し
、
従
来
の
見
解
を
修
正

し
て
い
る
（
李
泰
勲
「
朝
鮮
三
浦
恒
居
倭
の
刷
還
に
関
す
る
考
察
」『
朝
鮮
学
報
』
第
一
九
五
輯
、
二
〇
〇
五
年
。
李
泰
勲
「
朝

鮮
三
浦
恒
居
倭
の
法
的
位
置
―
朝
鮮
・
対
馬
の
恒
居
倭
に
対
す
る
『
検
断
権
』
行
使
を
中
心
に
―
」『
朝
鮮
学
報
』
第
二
〇
一
輯
、

二
〇
〇
六
年
。
李
泰
勲
「
三
浦
恒
居
倭
に
対
す
る
朝
鮮
の
対
応
―
課
税
案
と
課
税
を
中
心
と
し
て
―
」『
年
報
朝
鮮
学
』
第
一
〇

号
、
二
〇
〇
七
年
。
李
泰
勲
・
長
節
子
「
朝
鮮
前
期
の
浦
所
に
関
す
る
考
察
」『
九
州
産
業
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
第
三
四
号
、

二
〇
〇
六
年
）。
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（
3
）  

中
村
栄
孝
氏
は
三
浦
の
乱
の
経
過
復
元
、
お
よ
び
乱
の
分
析
を
す
る
前
提
と
し
て
、
基
本
的
な
史
実
や
論
点
を
網
羅
し
、
以
後
の

研
究
の
基
礎
を
固
め
た
（
中
村
栄
孝
『
日
鮮
関
係
史
の
研
究
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
。
同
『
日
鮮
関
係
史
の
研
究
』

中
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
a
。
同
『
日
鮮
関
係
史
の
研
究
』
下
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
b
）。

（
4
）  

以
下
、
前
掲
注
３
〔
中
村
一
九
六
五
〕、
前
掲
注
２
〔
村
井
一
九
九
三
〕
を
参
照
。

（
5
）  
当
時
の
朝
鮮
は
京
畿
・
忠
清
・
慶
尚
・
全
羅
・
黄
海
・
江
原
・
咸
鏡
・
平
安
の
八
道
に
分
け
ら
れ
、
道
ご
と
に
行
政
系
・
軍
事
系

の
官
職
が
置
か
れ
た
。
行
政
系
の
道
の
長
官
を
観
察
使
と
い
う
。
道
の
も
と
に
府
・
牧
・
郡
・
県
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
官
を
府

尹
（
府
使
）、
牧
使
、
郡
守
、
県
令
（
県
監
）
と
い
い
、
そ
の
総
称
が
「
守
令
」
で
あ
る
。
ま
た
、
道
ご
と
の
陸
・
海
軍
の
指
揮
者

と
し
て
、
兵
馬
節
度
使
・
水
軍
節
度
使
各
一
名
が
お
り
そ
の
営
鎮
を
兵
馬
節
度
使
営
（
兵
営
）・
水
軍
節
度
使
営
（
水
営
）
と
い
っ
た
。

節
度
使
の
も
と
に
は
各
地
に
大
小
の
鎮
が
置
か
れ
、鎮
の
指
揮
官
を
僉
節
制
使
（
略
称
僉
使
）・
万
戸
・
権
管
と
い
い
、そ
の
総
称
が
「
辺

将
」
で
あ
る
。
前
掲
注
２
村
井
〔
一
九
九
三
〕
を
参
照
。

（
6
）  

前
掲
注
３
〔
中
村
一
九
六
五
〕
七
一
七
頁
。

（
7
）  

後
掲
注
９
〔
荒
木
二
〇
〇
七
〕。

（
8
）  

『
宗
氏
家
譜
』
に
は
、
一
五
〇
一
年
、
宗
兵
部
国
親
が
宗
材
盛
に
よ
っ
て
代
官
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、
国
親
は
後
に
摂
津
守
と
称

し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。「
代
官
」
と
「
兵
部
」
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
盛
親
」
と
「
国
親
」
は
同
一
人
物
と
考
え
ら

れ
る
（
前
掲
注
３
〔
中
村
一
九
六
五
〕）。

（
9
）  

荒
木
和
憲
氏
は
、
三
浦
の
乱
後
に
締
結
さ
れ
た
壬
申
約
条
が
対
馬
宗
氏
領
国
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
、
ま
た
そ
れ
に
よ

る
島
主
の
求
心
力
低
下
、
お
よ
び
島
内
で
の
内
乱
（
郡
主
間
抗
争
）
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
た
（
荒
木
和
憲
『
中
世
対
馬
宗
氏
領
国

と
朝
鮮
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
10
）  

荒
木
氏
に
よ
れ
ば
、「
一
五
〇
六
年
一
一
月
段
階
で
は
材
盛
は
「
大
殿
様
」
と
よ
ば
れ
て
お
り
、
こ
の
と
き
に
は
す
で
に
義
盛
が

家
督
を
相
続
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
も
は
や
義
盛
に
は
国
親
の
権
力
拡
大
の
動
き
を
牽
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し

て
、
一
五
一
〇
年
の
三
浦
の
乱
に
お
よ
ん
で
は
、
義
盛
は
国
親
や
若
年
の
直
臣
（
年
少
用
事
人
）
た
ち
の
派
兵
強
硬
論
を
お
さ
え
る

こ
と
が
で
き
ず
、
壬
申
約
条
の
締
結
と
い
う
重
大
な
結
果
を
ま
ね
い
た
」
と
い
う
（
前
掲
注
９
〔
荒
木
二
〇
〇
七
〕）。
中
村
氏
の
国

親
首
謀
説
を
継
承
し
た
理
解
で
あ
る
こ
と
が
み
て
取
れ
る
。

（
11
）  

前
掲
注
３
〔
中
村
一
九
六
五
〕。
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（
12
）  

『
中
宗
実
録
』
八
巻
、
四
年
（
一
五
〇
九
）
四
月
癸
酉
（
一
二
日
）
条
に
「
去
丁
卯
夏
、
因
平
時
羅
還
、
具
由
通
諭
、
至
今
不
報
。」

と
あ
る
。

（
13
）  

乱
か
ら
四
ヶ
月
後
に
あ
た
る
『
中
宗
実
録
』
十
二
巻
、
五
年
（
一
五
一
〇
）
八
月
辛
丑
（
一
八
日
）
条
に
「
慶
尙
右
道
助
防
将
金

敬
義
馳
啓
曰
、倭
船
二
隻
、自
本
島
出
来
、到
泊
于
薺
浦
、乃
平
時
羅
等
二
十
一
人
投
降
者
也
。」
つ
づ
い
て
、同
年
八
月
甲
辰
（
二
一

日
）
条
に
「
下
倭
人
平
時
羅
・
而
羅
・
三
甫
羅
于
義
禁
府
（
著
者
注
、
王
命
に
よ
り
大
罪
人
の
取
り
調
べ
を
行
っ
た
朝
鮮
王
朝
の
官

庁
）。」
と
あ
る
。

（
14
）  
『
中
宗
実
録
』
十
二
巻
、
五
年
（
一
五
一
〇
）
八
月
甲
辰
（
二
一
日
）
条
「
慶
尙
右
道
兵
馬
節
度
使
柳

年
馳
啓
」。

（
15
）  

『
中
宗
実
録
』
十
二
巻
、
五
年
（
一
五
一
〇
）
十
月
乙
酉
（
二
日
）
条
。

（
16
）  

『
宗
左
衛
門
大
夫
覚
書
』
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）
の
記
事
に
「
七
月
九
日
に
、
し
し
み
（
筆
者
注
：
現
、
対
馬
上
県
町
鹿
見
）

に
高
麗
よ
り
御
渡
候
、
仰
候
ふ
ん
は
、
急
御
役
人
の
つ
の
か
み
殿
（
筆
者
注
：
摂
津
守
国
親
）
こ
な
た
へ
御
渡
候
へ
、
以
後
之
儀
、

申
談
候
て
わ
ゆ
（
筆
者
注
：
和
与
）
仕
候
す
る
と
申
候
之
間
、
於
此
方
、
御
評
定
御
座
候
、」
と
あ
る
。

（
17
）  

前
掲
注
３
〔
中
村
一
九
六
五
〕、
前
掲
注
２
〔
村
井
一
九
九
三
〕。

（
18
）  

特
に
銅
鉄
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
も
蘇
木
、
胡
椒
、
鑞
・
硫
黄
・
金
な
ど
が
あ
っ
た
。

（
19
）  

前
掲
注
２
〔
村
井
一
九
九
三
〕

（
20
）  

朝
鮮
王
朝
で
は
何
度
か
対
馬
と
の
外
交
交
渉
が
計
画
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
未
遂
に
終
わ
っ
た
。
一
五
〇
九
年
四
月
三
〇
日
に
は

敬
差
官
（
王
命
の
布
達
や
民
情
の
視
察
の
た
め
、
派
遣
さ
れ
る
臨
時
の
官
職
）
が
漢
城
を
出
発
し
て
い
た
が
、
対
馬
島
主
宗
材
盛
の

死
去
（
同
四
月
六
日
）
の
報
を
受
け
た
た
め
、
派
遣
は
と
り
や
め
と
な
り
、
途
中
で
呼
び
戻
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
五
一
〇
年
三
月
に

は
、
特
使
（
新
島
主
を
吊
慰
し
、
前
島
主
を
祭
る
た
め
の
使
い
）
が
対
馬
を
目
指
し
た
が
、
ま
だ
発
船
し
な
い
う
ち
に
三
浦
の
乱
が

お
こ
り
、
対
馬
に
渡
航
す
る
機
会
を
失
っ
て
い
る
。

（
21
）  

材
木
を
採
り
に
加
徳
島
に
渡
っ
た
熊
川
の
人
が
殺
さ
れ
、
物
資
を
奪
わ
れ
た
海
賊
事
件
。
朝
鮮
側
は
こ
れ
を
三
浦
倭
人
の
し
わ
ざ

と
し
て
頭
倭
を
訊
問
し
、
敬
差
官
を
対
馬
島
に
送
っ
て
海
賊
禁
圧
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
22
）  

済
州
貢
馬
船
が
倭
船
五
艘
に
襲
わ
れ
た
事
件
。
賊
十
七
人
は
捕
え
ら
れ
、
そ
の
首
は
四
月
四
日
、
見
せ
し
め
と
し
て
三
浦
に
さ
ら

さ
れ
た
。

（
23
）  

一
連
の
事
件
に
関
す
る
朝
鮮
側
の
対
応
に
業
を
煮
や
し
た
倭
人
ら
が
抗
議
の
気
勢
を
あ
げ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
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（
24
）  

慶
尚
道
の
巨
済
島
で
四
人
の
倭
人
が
海
賊
と
し
て
斬
ら
れ
た
事
件
。
薺
浦
の
恒
居
倭
が
出
漁
す
る
に
あ
た
っ
て
、
金
世
鈞
（
薺
浦

僉
使
）
に
近
海
漁
業
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
射
官
の
同
乗
を
要
求
し
た
が
、
造
船
の
た
め
に
手
が
足
り
な
い
の
を
理
由
に
し
て
、
こ

れ
を
拒
ん
だ
の
で
、
そ
の
ま
ま
巨
済
島
近
海
に
船
を
出
し
た
が
、
助
羅
浦
万
戸
に
と
が
め
ら
れ
、
四
名
の
倭
人
が
殺
害
さ
れ
た
。
朝

鮮
側
の
過
失
に
よ
る
事
件
で
あ
る
と
し
て
、
三
浦
倭
人
の
憤
り
が
募
っ
た
。

（
25
）  
『
中
宗
実
録
』十
一
巻
、五
年（
一
五
一
〇
）四
月
己
亥（
一
四
日
）条
。
た
だ
し
、塩
浦
に
お
け
る
戦
闘
の
詳
細
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

不
明
で
あ
る
。

（
26
）  

『
中
宗
実
録
』
十
一
巻
、
五
年
（
一
五
一
〇
）
四
月
癸
巳
（
八
日
）
条
。『
同
』
十
一
巻
、
五
年
（
一
五
一
〇
）
四
月
乙
未
（
一
〇

日
）
条
。

（
27
）  

『
中
宗
実
録
』
十
一
巻
、五
年
（
一
五
一
〇
）
四
月
丙
申
（
一
一
日
）
条
に
「
初
六
日
…
賊
到
熊
川
、裹
友
曽
之
頭
以
示
之
」
と
あ
る
。

後
出
の
【
史
料
８
】「
今
日
令
公
頸
、
以
早
船
渡
対
州
」
の
記
述
等
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
李
友
曽
は
四
日
頃
討
た
れ
、
六
日
首

が
熊
川
に
送
ら
れ
、
一
〇
日
の
段
階
で
は
す
で
に
対
馬
に
渡
っ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

（
28
）  

『
中
宗
実
録
』
十
一
巻
、
五
年
（
一
五
一
〇
）
四
月
丙
申
（
一
一
日
）
条
。

（
29
）  

『
中
宗
実
録
』
十
一
巻
、
五
年
（
一
五
一
〇
）
四
月
己
亥
（
一
四
日
）
条
。

（
30
）  

『
中
宗
実
録
』
十
一
巻
、
五
年
（
一
五
一
〇
）
四
月
己
亥
（
一
四
日
）
条
。
六
日
の
段
階
で
友
曽
の
首
は
熊
川
に
送
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
李
友
曽
が
討
た
れ
た
の
も
こ
の
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。

（
31
）  

『
中
宗
実
録
』
十
一
巻
、
五
年
（
一
五
一
〇
）
四
月
戊
戌
（
一
三
日
）
条
。

（
32
）  

『
中
宗
実
録
』
十
一
巻
、
五
年
（
一
五
一
〇
）
四
月
丙
申
（
一
一
日
）
条
。

（
33
）  

『
中
宗
実
録
』
十
一
巻
、
五
年
（
一
五
一
〇
）
四
月
丙
申
（
一
一
日
）
条
。

（
34
）  

『
中
宗
実
録
』
十
一
巻
、
五
年
（
一
五
一
〇
）
四
月
丁
酉
（
一
二
日
）
条
。

（
35
）  

『
中
宗
実
録
』
十
一
巻
、
五
年
（
一
五
一
〇
）
四
月
戊
戌
（
一
三
日
）
条
。

（
36
）  

対
馬
の
北
端
に
位
置
す
る
「
豊
崎
郡
大
浦
村
」
の
宗
左
衛
門
大
夫
が
天
文
十
四
年
（
一
五
四
五
）
四
月
十
日
に
記
し
た
も
の
。
は

じ
め
に
、
三
浦
争
乱
後
の
講
和
交
渉
に
関
す
る
記
事
が
あ
り
、
終
わ
り
に
争
乱
の
一
こ
ま
、
安
骨
浦
攻
撃
の
記
事
が
つ
け
加
え
ら
れ

て
い
る
が
、
原
本
は
、
さ
ら
に
何
枚
か
あ
り
、
そ
の
残
闕
を
そ
ろ
え
て
写
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
記
事
の
正
確
さ

は
『
中
宗
実
録
』
と
対
照
し
て
証
拠
だ
て
る
こ
と
が
で
き
る
（
前
掲
注
３
〔
中
村
一
九
六
五
〕）。
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（
37
）  

史
料
に
は
「
薺
浦
」
と
あ
る
が
、【
史
料
８
】
と
の
整
合
性
か
ら
、「

山
浦
」
の
誤
記
あ
る
い
は
作
者
の
誤
認
と
み
ら
れ
る
。

（
38
）  

国
親
が
対
馬
で
李
友
曽
の
首
を
直
接
見
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
確
証
が
な
い
が
、
李
友
曽
を
討
っ
た
と
い
う
一
報
が
国
親
渡
航

の
契
機
に
な
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

（
39
）  

『
中
宗
実
録
』
十
一
巻
、
五
年
四
月
己
亥
（
一
四
日
）
条
。

（
40
）  

前
掲
注
３
〔
中
村
一
九
六
五
〕。

（
41
）  
『
中
宗
実
録
』
十
一
巻
、
五
年
四
月
辛
丑
（
一
六
日
）
条
、
柳
継
宗
馳
啓
に
「
賊
勢
日
益
張
大
、
輸
所
掠
薺
浦
・

山
浦
糧
料
雜

物
於
加
徳
・
絶
影
等
島
、

山
浦
恒
居
倭
奴
、
亦
載
妻
子
・
家
産
、
與
薺
浦
賊
倭
連
兵
。」
と
あ
る
。

（
42
）  

『
東
ア
ジ
ア
中
世
海
道　

―
海
商
・
港
・
沈
没
船
―
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
五
年
）
よ
り
転
載
。

（
43
）  

前
掲
注
３
〔
中
村
一
九
六
五
〕
な
ど
。

（
44
）  

代
表
的
な
伝
承
を
『
大
日
本
史
料
』
永
正
七
年
四
月
四
日
か
ら
引
用
し
て
左
に
掲
げ
て
お
く
。

 

〔
一
〕「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
五
〇
一

 

宗
義
盛
〈
初
盛
順
、
彦
七
、
讃
岐
守
〉
…
…
是
年
の
春
、
大
内
准
国
王
使
を
た
て
て
朝
鮮
に
つ
か
は
す
、

 

…
…
義
盛
大
に
怒
り
、
家
臣
宗
能
登
盛
弘
を
し
て
朝
鮮
を
討
し
む
、
十
九
日
、
盛
弘
進
み
て
耼
年
等
と
熊
川
に
戦
ひ
、
従
兵
と
と

も
に
討
死
す
、〈
盛
弘
討
死
、
年
三
十
一
、
是
年
六
月
対
馬
の
国
民
こ
れ
を
豊
崎
に
祀
り
て
、
高
崎
大
明
神
と
崇
む
、
寛
永
系
図
に
、

能
登
守
盛
弘
と
し
、
義
盛
か
子
盛
長
の
父
に
係
、
永
正
七
年
、
義
盛
の
命
を
う
き
、
兵
を
率
い
て
朝
鮮
を
せ
む
、
四
月
四
日
、
海
を

わ
た
り
、
唐
位
山
の
城
を
攻
落
し
、
不
日
に
ま
た
江
具
度
儀
の
城
を
攻
破
る
、
の
ち
進
み
て
、
熊
川
の
城
下
に
い
た
り
て
、
相
戦
ふ
、

朝
鮮
の
兵
、
盛
弘
を
圍
む
こ
と
雲
霞
の
こ
と
し
、
盛
弘
か
兵
大
半
討
死
し
、
盛
弘
も
ま
た
戦
死
す
、
年
三
十
一
、
其
精
魂
な
お
生
る

か
こ
と
し
、
同
年
六
月
一
日
、
其
霊
対
州
豊
崎
の
郷
高
崎
の
浜
に
現
す
、
里
民
一
社
を
経
営
し
て
、
高
崎
大
明
神
と
号
、
其
宮
今
に

至
り
て
あ
り
と
い
ふ
、〉
…
…

 

〔
二
〕「
宗
氏
家
譜
抜
萃
」

 

同
年
春
、
大
内
遣
使
船
〈
約
条
之
外
之
使
船
〉
於
朝
鮮
、
準
擬
于
国
王
殿
使
、
不
受
宗
氏
之
文
引
、
而
直
到
朝
鮮
、
朝
鮮
以
無
宗
氏

之
文
引
責
之
、
大
内
使
臣
告
之
曰
、
大
内
君
便
鎮
西
都
督
、
若
夫
対
州
亦
其
管
下
、
何
受
対
州
之
文
引
而
遣
使
於
朝
鮮
乎
、
於
是
朝

鮮
不
得
已
而
接
待
之
、其
後
対
州
遣
歳
船
、朝
鮮
不
接
待
之
、義
盛
怒
之
、使
従
伯
父
能
登
守
盛
弘
率
兵
侵
朝
鮮
、…
…
兵
士
凡
三
百
人
、
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同
年
四
月
四
日
、
越
海
到
朝
鮮
、
率
本
州
人
在
三
浦
者
、
陥
薺
浦
、
熊
川
城
、
殺
僉
使
李
友
曽
、
朝
鮮
兵
無
敢
当
其
鋒
者
、
於
是
朝

鮮
以
防
禦
使
柳
耼
年
、
黄
衡
為
将
、
起
大
軍
禦
之
、
盛
弘
知
敵
強
而
不
可
得
勝
之
、
與
士
卒
約
死
、
使
糸
瀬
播
磨
引
従
卒
二
十
三
人

帰
州
報
之
、
再
進
與
柳
耼
年
等
戦
、
同
月
十
九
日
、
盛
弘
遂
墜
命
於
熊
川
、
時
年
三
十
一
、
従
兵
悉
戦
死
、
朝
鮮
士
卒
死
者
六
万
人
、

同
年
六
月
、
建
祠
於
豊
崎
浜
、
祭
盛
弘
之
霊
、
号
高
崎
大
明
神
、

 

〔
三
〕「
北
肥
戦
誌
」
八　

宗
讃
岐
守
義
盛
攻
朝
鮮
国
事

 

永
正
七
年
〈
庚
午
〉
四
月
、
対
州
ノ
守
護
宗
讃
岐
守
義
盛
、
同
能
登
守
盛
弘
相
議
シ
テ
、
朝
鮮
国
ヲ
可
攻
ト
、
兵
船
ヲ
揃
テ
押
渡
リ
、

同
四
日
、

山
浦
ノ
湊
ニ
著
船
ス
、
折

〔
於
カ
〕当

家
朝
鮮
ニ
船
ヲ
渡
ス
事
、
去
ヌ
ル
嘉
吉
年
中
ヨ
リ
以
来
数
十
ケ
度
也
、
依
之
、
彼
国
ノ
者

怯
弱
ナ
ル
事
ヲ
能
知
リ
透
シ
ケ
レ
ハ
、大
キ
ニ
思
侮
テ
、義
盛
、盛
弘
陸
ヘ
上
ル
ト
均
ク
、其
武
備
ヲ
モ
ナ
サ
ズ
、急
ニ
貝
鐘
ヲ
鳴
シ
、

鬨
ノ
声
ヲ
上
、
民
屋
ニ
火
ヲ
懸
テ
、
所
々
ヘ
打
入
乱
妨
ス
、
斯
ル
処
ニ
、
朝
鮮
人
何
十
万
ト
モ
不
知
、
十
方
ヨ
リ
馳
集
ル
事
蟻
ノ
如

ク
、
義
盛
、
盛
弘
ヲ
取
圍
ミ
、
半
弓
不
尽
弓
ヲ
雨
ノ
如
ク
ニ
射
掛
ク
、
両
人
案
ニ
相
違
シ
、
手
ノ
者
ヲ
左
右
ニ
従
ヘ
、
前
後
ヲ
下
知

シ
テ
、
打
破
リ
々
々
馳
通
ラ
ン
ト
働
キ
シ
カ
共
、
異
賊
雲
霞
ノ
如
ク
ニ
込
重
リ
、
十
重
廿
重
ニ
圍
ミ
ケ
レ
ハ
、
千
変
万
化
ス
レ
共
力

ナ
ク
、
大
将
義
盛
千
死
ニ
入
テ
一
生
ヲ
得
難
ク
ゾ
見
エ
シ
、
同
名
能
登
守
盛
弘
ハ
、
軍
ノ
躰
ヲ
見
テ
、
是
迄
ト
思
ヒ
ケ
ル
ニ
ヤ
打
物

ヲ
捨
、
火〔

緋
〕威

ノ
鎧
ヲ
一
淘
ユ
ツ
テ
鎧
突
シ
、
数
十
万
集
ツ
マ〔

ツ
脱
カ
〕

タ
ル
敵
中
ヘ
割
テ
入
リ
、
無
双
ノ
大
力
ナ
リ
シ
カ
ハ
、
ア
ソ
コ
ニ
押
付
、

一
手
ニ
三
人
、
爰
ニ
攻
臥
、
一
手
ニ
五
人
、
ヒ
ツ
爬
々
々
、
四
角
八
方
ヘ
打
散
シ
ケ
ル
、
其
勢
ニ
異
賊
恐
レ
テ
、
少
引
退
キ
見
エ
シ

間
ニ
、
義
盛
ヲ

シ
テ
船
ニ
乗
セ
、
盛
弘
ハ
防
キ
、
終
ニ
討
死
シ
ケ
リ
、
生
年
三
十
一
也
、
斯
リ
シ
カ
ハ
、
対
馬
ノ
軍
兵
生
テ
帰
ル

ハ
千
ニ
一
ツ
モ
ナ
シ
、
然
ル
ニ
同
六
月
ヨ
リ
、
盛
弘
己
カ
居
所
ニ
在
事
存
生
ノ
時
ニ
不
異
、
対
州
ノ
老
若
男
女
是
ヲ
怪
ミ
、
正
シ
キ

亡
霊
ナ
ラ
ン
ト
窺
ヒ
見
ル
ニ
、
疑
モ
ナ
キ
正

〔
生
カ
〕タ

ル
人
也
、
偖
ハ
又
実
ニ
其
人
歟
ト
見
ル
ニ
、
平
生
ニ
食
物
ヲ
セ
サ
リ
ケ
リ
、
野
人
村

老
斯
ル
希
有
ノ
事
ハ
、
前
代
未
聞
也
ト
怖
惶
ク
事
大
形
ナ
ラ
ス
、
斯
リ
シ
程
ニ
、
義
盛
是
ヲ
憐
ミ
、
其
霊
魂
ヲ
祭
リ
、
一
社
ノ
神
ニ

ソ
崇
メ
ケ
ル
、
今
ノ
対
州
高
崎
大
明
神
是
也
、
…
…

（
45
）  

三
浦
の
乱
の
後
、
盛
弘
の
子
盛
賢
（
将
盛
）
が
盛
長
の
次
の
島
主
に
な
り
、
国
親
の
子
盛
廉
が
盛
賢
の
島
主
代
官
と
し
て
活
動
し

て
い
る
。

（
46
）  

こ
の
よ
う
な
理
解
は
荒
木
氏
の
説
と
の
整
合
性
か
ら
考
え
て
も
合
理
的
だ
と
思
わ
れ
る
。
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Study of The Three Ports Incident (1510, Sam
po-N

o-R
an), through a pow

er struggle of the Sōs.

O
YA

N
O

, N
oriyoshi

The purpose of this study is to clarify w
ho m

asterm
inded The Three Ports Incident (also know

n as Sam
po W

aeran (三
浦

倭
乱
) or Sam

po-N
o-R

an(三
浦
の
乱

)), a riots in 1510 by Japanese citizens residing in K
orean port cities (D

ongnae(東
萊

), 
C

hang-w
on(昌

原
) and U

lsan(蔚
山

)).
A

ccording to the previous studies, Sō K
unichika(宗

国
親

), subruler of Tsushim
a(対
馬

) and Sō M
orihiro(宗

盛
弘

) pulled 
strings behind the incident. 

H
ow

ever, the previous studies based on only W
ajin H

eijiro(倭
人
平
時
羅

)’s w
itness on behalf of Sō Yoshim

ori(宗
義
盛

), 
ruler of Tsushim

a. There w
as rivalry betw

een Yoshim
ori, and K

unichika then.
There are som

e good reasons for Yoshim
ori w

as m
asterm

ind of incident.
First, after K

unichika’s sail over to Sam
po, a strategy of Tsushim

a arm
y has changed. That is a sw

itch from
 the offensive to 

the evacuation. So, there is a strong possibility that K
unichika decided evacuate noncom

batants from
 the front line. Thanks 

to his early evacuation order, m
ost of residents and their property w

as safe.
Second, M

orihiro died of an evacuation w
ar and he w

orshiped as the deity by Tsushim
a people. So, the folklore of 

G
reat gracious god Takasaki(高

崎
大
明
神

) in Japan based on M
orihiro’s death after fi ghting to the bitter end and Tsushim

a 
people’s gratitude for his action. B

ecause of these reasons, it cannot reasonably be assum
ed that K

unichika and M
orihiro 

w
as m

asterm
inded the incident.

Third, the m
ost im

portant point is Sō Sadanaga( 宗
貞
長

), the leader of the vanguard, testifi ed that Yoshim
ori w

as 
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m
asterm

ind. 
In conclusion, it is likely that Sō Yoshim

ori decided to invade Sam
po for his pow

er reinforcem
ent. So, Sam

po-N
o-R

an w
as 

the incident that linked to the political process of Tsushim
a functionally.

（
史
学
専
攻　

博
士
後
期
課
程
三
年
）　


